
第2章 教 育､学 問 的 組 織

第 1節 概 観

木津においては､教育､学閲的組織としての学会､朝刊､学堂について述べて行く｡

虫初に､中国における､伝統的な教育､学問的組梅とその歴史的変卦 こついて見て行く｡

まず､中国における在来の教育機関としては､国立学校と私立学校があった｡官立学校としては､

北京に国子藍が設立され､地方には､それぞれ､肘学､州学､折と学や社学が投把された｡

また､私立学校としては､すでに､変法期の学会や学笠の所で見たようにび院が拭かれ､伝統的な

学術発展の中心となっていた｡もっとも前代には､官立の甘院も見られるようになった｡

この他､庶民の学校として､栽学､範型､族塾､村塾などの私塾があった｡

しかし､これらの教育横閑での教育､学問は､科挙に合格するための伝枕的な偶学を中心とす争も

のであり､四岱五経､八股文などの考拠詞車の学が行われた｡

従って､これらの組織は､アヘン戦争以後の外国勢力の中国位略に対抗する､人材を獲成する教育､

学問的組轍とはなり得なかった｡

すでに､変法期の学堂で述べたように､洋務糊に､外国語を中心とする､tLB束の洋式学校､京師同

文蛇､上海広方蛇､広州方言妃などが設立されたが､外国語や技術を中心としており､まだ､中国全

体の教育的学問的組糊とはなり'f;7なかった.そこで､変法期になると､外国の62略にも対応し､人材

を背成し､独立訂態を意図する教育的学問的な組轍が要許され､実現して行くことになる｡

すなわち､今まで述べた伝統的な学問に対して､西洋結団が独立富強の国を作る･基礎となる西学が

受容されて行くことになる｡まず､西欧の技術や政治思想や哲学､文学などが受容されたので､それ

らを明らかにして行く｡

ついで､西洋の近代化の一つのあらわれである女子教育が中国においても展LMされるようになった｡

ヨ-ロッバでは､女性が教師になったり､医者となったりして､世のEPに責献したが､中国では女性

は､93性に養われるだけの存在であった｡それが､五教師が来車すると女子教育が開始され､学校が

設立された｡変法時期になると､紫啓超などにより､中国の富国強兵のための一助に､女性に目がつ

けられ､女子教Iffが行われていくようになるので､それについて考案して行く｡

さらに､児詣数百､教育学の分野においても､宣教師などにより児盃教育が脱胎され､変法則に入

ると人材の輩成が意図されるようになり､西欧風な教育方法として､学望､母親教育などによる､新

しい教育が意図されるようになったので､それらについて述べて行く｡

これから､各節において､教育的等Itil的姐轍としての学会､朝刊､学盟を明らかにして行く｡
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第2節 西学を受容 した組擬

申軌 こおける西学の受容は､洋帯掛 こおいては､上海の江輔封造嬢局には広方言妃が付設され､北

京においては､同文脚 職 置された｡さらに､ 〇̂年代になると､財学生の7メリカ派iBなども行わ

れ､西欧の学問を受容しようという意図が盛んとなった｡

変法P)tこおいては､糊 期の技術 人のための言語､科学技術の受容よりも巾広く､西学一般が受

容され､西欧の政治､思想､学臥 文化が摂取されて行くこととなる｡

その具体的な例を､学会､朝刊､学豊を葡して見て行く｡

まず､学会としては､北京戦学会､上海戦学会､坊BE会､方言学会､典地学金､井学会､医学者会､

遜箆会､化学金､大同訳有局､酉学会､経済学会､地学公金､法印学会/1どがあるが､ここでは､岬

例研究として､帯広会を取り上げる｡
我刑 tしては､r中外妃PB.J.r強学制 ､r戎学制 ､rB学削 ､rnE学削 ､r格致新削 ､rエ商学
削 ･r繋学削 ､r淡我利 などがあるが､ここではTP例研究として､rB学報人 r格致新弱り を取り
上げる｡

学塁としては､湖北日報学生､過剰 ､学宝､井芸学笠､血書学望､執阻,P等蛇､樹 州邦字学乱

広州時敏学望､架文学社 (上海､広兼)､南洋公学､天秤中西学宝､招期【帽 学望､江南鈷才苧望､

湖南時埼学宜､京師大学笠などがあるが､ここではgT例研究として､京師大学重と湖南時載草堂を取

り上げる｡

第 1項 務 段 金

はじめに

変法運動における学会の役割の一つとして本項では､務B会①の場合をとりあげる｡

まず､務丘会の投正の意図と目的について述べ､ついて務白金の使徒､参加者について述べ､最後

にその丑射 こついて述べて行く｡

1､務A会の投Z

務凸会については､史料としては､主に務B会公啓と巻B全章があるので､これらの史料に従って
笛を進めて行くが･まず､その設置の意図､目的などを明らかにして行く｡

満点金華の前文には､

B学は､宙国の本であり､中国の点字は云われなくなってすでに久しいが､最近､上海の同志

諮召が､丘学会をLllJ設したのは復古の意をとり､酉法を採用し､天地自然の利を興し､国家富態

の原を収すかせる盛挙である｡

ここにW は､朋井茸鐙を誰しんで榊 にのせ､衆充に供する｡②

とあり､良学が宙国の本であり､良学会の設立は･西法を採用して､天地自然の利､国家富強の原
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を定群させるものだとしていることが知らされる｡

また､斬殺金公啓の第7灸には､

この革 (耕E3会の設立)は､西法を用いるとはいっても､排､拙､伺､掛 ま､当地のEl民を用

いるのであり､決してその固有の利益を噂うものではない｡⑧

とあり､務出会の設立が段民の利益を額うものではないことが述べられている｡

つぎに､帯出会の設立年代は､公啓の掲載されたのが､光描22年11月 I日の時務報?,-13170であるこ

とから､④その前後といえるであろう｡

戯後に設立場所であるが､知新報節20fmには､

上海Rl学会は､現在すでに剛 れゝており､新馬路の梅袖壁に金屋引的 ⑤･.

とあり､上海､新馬緒の梅村盟に開かれたことが知らされる｡

つぎに､坊L=会の横能について見て行く｡

2､務点会の機能

前述の史料により､斬出会の機能を見て行く｡
まず第 1にL3学の噂門分野について､務良会費第2灸には､

2､出等の,W 粉 野は広い帆 それを翻 すれば6つある｡段､臥 帆 沢､畜牧､概缶がそれである｡⑥

とあり､凸学のt!]門分野を､出発､央樹園芸非､林英､水産非､牧畜英､稲造非等に規定している
ことが知られる｡

第2に､出学会がするべきtl:郡として出軒の翻訳のこと等が述べられているが､朝El会費珊3灸には
･.A-･欧米､El木の各棚のB哲､虚報を朝訳し､ならびに横的紙を発行し､中国の士大夫屑に､化
学を用いて､地質を研究し､土壌を改め､光熱を求め､横器を用いて､沸掛こTEL､製造法の理

に和しくさせようとするものであり⑦-

とあり､欧米､日本のE3V､L3報を制訳し新riTlを発行し､中国の士大夫眉に化学を用いて､地質を

研究し､土壌を改め､光熱を求め､機器を用いて､沸概に致し､製造法の理論にfITLくさせようとし

ていることが知られる｡

また同様の記恥 ま､公啓の節5灸の一部にも見られる｡すなわち､

･････.投打を翻訳し､El学報を発行し､各国の腿磯榊 を訳す｡⑧.

とあり､出田の翻訳⑨､帖 学制 の発行を意図していたことが知られる｡r出学別 は､1896年
(光約22年)緊啓掛 こよってその序文がひかれ､発行された｡⑩

また文公坂によれば､r出学報.)は半月ごとに発行され､主に招振玉､蒋斧によって維持されてお
り､その内答は､公文､古村調禿､訳述､尊者などであった｡1898年 (光托24年)からは､旬刊に改

められ､9月には､日本人､番月梅外に譲渡されたが､315佃が発行されたという｡①

節3に､教師の招へいに朕ルて､公啓の第3灸には､
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化学の先生を1人招へいし､土を弁別し､ならびに欧米の横器やB貝を隅入し､中国の少なか

ざる所で人力のおよばないのをたすけようとするものである｡⑫･

とあり､化学の先生を招へいして土壌の弁別や長月､機器の購入をし､機械を用いて力の足りない

ところをおぎなおうとしていることがわかる｡

同様のことは､妨氏会費の第11灸にも､

･･-･･光､熊､図､井､水､化､勤､植物等の学のうち､化学､動植物学は､もっとも主要であ

り､必ず化学の先生を1人招いて､土質を検悲し､動植物の先生を1人招いて､各物体の性Tf

を研究する｡⑬-州

と見えており､化学や勤植物学が嘘祝され､イt#や動植物の先生を招こうとしていることが知られる｡

耶4に､凸袖の購入について公啓第1灸に､
本会は､敷金を堆め､江新両省地方に在って､EElを購入しSt井して､入班が多くなれば､なお

四方の同志が財布をじ即ナて扱助してくれることをこいねがい､此の革を成功させ､購入した田は

務良金の公産とする｡㊥

とあり､繋金を得て､農地を購入し､会の財産としようとしていることがわかる｡

また､公啓第5集には､

･.･-･陸続きとして田畝を添正する｡⑬･･･-

と見えている｡さらに､耕虚会第6灸には､
･･-･*金は､fE金を柑て､各地を開くことを計画している｡まず近くからはじめ､将来開いたED

は､本会の公庄とし､学塁を興すなどの一切の丑用に備える｡⑬

とあり､氏地を肝入して公庄とし､将来の学笠の役立に備えようとしていることがわかる｡

第5に､細物の播種などについて､公啓の第4射こ､

凸の義となすは､耕牧を兼ねると云われている｡本会は､五牧を棚えるのを除く外は､中外の

各棚の細物を一々蛸 する｡また､魚を師 するなど11どにも及び､利の源を広くする｡①

とあり､五穀と細物の播種や､家畜や魚類の飼育を考えていることが知られる｡

同様の雷己gIは砺B金華の郡7条にも見える｡

すなわち

郡雌､吉牧の法については､中国の方法は迂稜､租践であるが､欧米のは､敏捷､稲尊であり､

有故老が播知っているところである｡

･････ことL_T'とく新法を用いて試弁し､1､2年後に成助を触るべきであり､それにより､その方

法の効果をますます知ることができる｡⑩･･･-

とあり､西欧風の新法を用いて効果あらしめようとしていたことが知られる｡

耶6に､敷物販売所 (良協)､蚕棚試験場の設芯､馬や家背等の購入について､劫B全章耶9条に､

･･････本金は､西欧人の成法に一本化し､牛物の販売所や蚕種の試壌JBを設け､西欧の大馬や各家
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苗をA一球する｡⑩

とあり､敷物販売所､蚕種試験場の設立､偶や家苛の購入などが考えられているのが知られる｡

第7に､丘具等の収入について､すでに見たように公啓の第3粂⑳､斬B全章第3灸⑳に述べられ

ており､同郷 8条にも､

････-西欧が用いている所の横器は､母相巧敏捷で､火力､偶力､人力の別がある｡･･-･中国の幣

耕の如きは､耕すこと僅か放寸にしか及ばないが､西欧の掛 土深さが5尺にもなる｡凡そこの類

は､牧革にたえない｡本会は､各glの器具をPtITL､鞘 して見て央して故捷でふさわしければ､

図式の如く模造して民用に利する｡⑳

とあり､西欧のすぐれた凸練兵を的入､模倣して､民の用に手Im Lようとしていることが知られる｡

那8に､工Jilの役立について公啓第5灸に､

--将来､拭弁して効があれは､砂糖や酒等を製造するエ切を施設する｡㊨

とあり､砂糖､酒造工場の設立が意図されていることが知られる｡

また務丘金華第10灸にも､

･･..･.工場を設立し前述のような砂臥 私道の各即を射通し､利猟を推瓜する｡⑳

とあり､同様のことが知られる｡

第9に､学校の役立について､公卿 5灸に ｢･.･-踊 学宝を役立すること右前う｣⑳

とあり､B林学塁の役立を意陪していることがわかる｡

また務白金章節11灸には､

群柄の大きさに関係なく､学ばなければ成功することはない｡矧 こ虚字の理論は､繋轍であり､

必ず学校を開いて､習い購求しなければならない｡

先ず一望をたて､ようやく広がれば､必ず点EEのある所には､学校を有し､良民がみな新理､
新法を知るようにする｡⑳州

とあり､点字の大切なことと､B村に学校を立て､B民を啓i'Rせんとする意欲の程が伺われる｡

第10条に､研究者､教師の零成等について､公啓苅9条に､

駄弁の時､もし聡明な子弟で学に従うことを訴廠する者があれは､本会に至らしめて､学習さ

せ､按選科は取らない｡自ら､自炊自活し､将来学問が成れば､派iBして各地の分数JPなどの蛾

に充てる｡ (西国の農林省の官吏に良薬学校の出身者でない者はない｡⑳)

とあり､子弟で良学の希望者があれば､良学を無料で学はせ､学問を身につければ､各地の分教場

の先生に採用しようとしていることが知られる｡

第11にfg文金などについて､巻B金華苅12灸に､
12､西欧では､一芸一物の後払なgTについても必ず､樽見会があり､各中英を操;3してたがい

に坑争し､勤めているものがあれば､青め､怠惰なものがあれは､書告しているが､その恵図す

る所は大変良い｡本会もまた､機械､畜牧､封道の各類に分けて博覧会を設けることを考えてい
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るが､その理由は､良恵をためし､薪理を求めようとするからである｡⑳

とあり､西欧の一芸一物に特先金があるのに倣って博発会を行い良悪をためし､新理を求めようと

していることが知られる

第12に入金手校さなどにつき公啓第8灸に､

1､海内同志で入金を戯う者は､官位､現住所などを時磯報刊に寄せて欲しい｡そうすれば倍

が雅まった時に柏餅するのに脚 作 ある｡⑳

とあり､入会希望者は､官位､現住所を知らせることになにっていたことが伺われる｡

また､概退会章節4灸に､

････.･凡そ､全日になりたいと思う者は､官名と現住所を示して欲しい｡そうすれば､前後瓜序立

てて､枚的柾にのせる｡⑳

とあり､同様のことが知られる｡

第13に会計について､公啓の第6灸に､

1､毎年の出入の金銭を､記母して本掛 このせるのは浪Z2を防ぐためであり､枚的紙が発行さ

れるまでは､時桝 にのせる｡⑳

とあり､出入の金銭については浪費をしないように､横開放にのせようとしていることが知られる｡

第14に寄附金について坊凸金章節5条に､

5､本会が処理しなければならない部門､胡矧 ま､非常に多く､把用が多く必･25であるが予井
を立てるのが困難なので先ずfZ金の寄附を仰いで､検閲臥 その他の印を行う⑳-･･.｡

とあり､色々な仕qrを処理して行くために寄附を雄めていることが知られる｡

なお､寄附をした者の姓名が公啓のあとについているが､それによれば､確凝玉と蒋鮎が叙千元を

桐納していることが知られる｡⑳

以上､額B会の横能について考案したが､次項においては､参加者について見て行く｡

3､蒲A会の参加者

まず､史料により､参加者の官填､出身地を表にしておく｡

砺丘会の拳加者でその氏名の判明している者は､梨啓適､擢振玉､徐樹術､先祖柴､特赦の5人で
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あり､王閤敏氏はさらに韻辞を加えておられる｡

今これらの参加者の階層構成は､前輪林院催横 (従6品相当)1人革人1人であとは不明であるが､

官位に的する限り､下級官僚2名を含んで末流の人達ではなかったかと思われる｡

なお擢振玉は､招来から民国の凸葵､教育職 に大きな鋤きをなし､甲骨文字の研究者としても知

られている｡また韻書は1894年並士に単なる及郡ではなく､トップ合格で及第し､日柄戦争後大生妨

掛を舟1立し､立食派の政治家としても知られ､民国初期の開放となった人物である｡

またその韓別を見れば､中間派より右よりではfJかったかと思われる｡だから改変の取他の学会が

帝圧された時も､戊学会は両江捨骨劉坤-の保津を受けたのではないかと患われる｡⑳その出身地域

は､江薪3人､噺tl2人､広兼1人であり､江掛 こかたよりが見られる｡

すなわち上海周辺の出身者が中心となったと考えられる｡

以上､斬点会の参加者について述べたが､つglこ､その忠掛 こついて触れたい｡

4､耗JI会の主我

すでに見たように､准段会は､良薬を主産葵とする中国に､西欧風の近代的脳 を移招し､天地自

然の利を興し､中国の宙強の源としようとするものであり､また､中国の士大夫眉を啓r-12して､地質

を研究し､土壌を改め光熱を求め､機器をもって､沸概にfEL､封追抜の理論を究めさせようとする

ものであり､ひいてはそれが良民の利益になることを願ったものであった｡

これらの粉出会の役割は､C2学を中心とする､酉学的学会の一つであり､その儀J娼紙､rE3学報J
が315frBも発行されたことからも知られるように､中国の近代自然科学の導入と発展にあずかって力

があったと思われる｡

おわリに

今まで､務出会について考案して釆たが､それをあらましまとめれば､務成金は段典を主とするrl)

国に西欧風の近代的段法を導入し､富強のEqたらしめようとして､1896年 (光緒22年)に上掛 こ設止

されたものであった｡その抜髄Ii､段学fD､凸学報の覇訳､Q学報の先行及び外人教師を招へいを通

して中国の知識人達を啓莞しようとしたのであった｡そのため､B地､B具､成城を隣人して､西欧
風の動捕物の伺Jff､栽培の方法を研究し､放物販売所､軍都試験堀､動地工塀､酒造工場や､B祢学
笠を設立せんとし､研究者の養成､博先金の開催なども考えていた｡

また入金手焼きや会計､寄附金の堺も決めていた｡塀缶会の拳加者は､中下級の官僚或いはそれ以

下であり､上海のある江蘇省にかたよりが見られた｡務凸会の意集は､中国への西欧風の近代自然科
学のg人と発展にあずかって力があったことであろう｡またその性格は､丘学を中心とする酉学的学

会の一つであった｡

載凸会は､戊成政変により､一時中断されるが､その様開放であった､r良学報Jは､日本人に任

官が移って存焼することと11った｡
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節二項 E3 学 報

はじめに

戊成変法期､1898年4月の光相帯の変珪国是により､新字訴求の聾調､良薬の振舞の上知 i出され､

北京に良工簡捷局が設立された｡①また､報刊を開く上論も出されている｡②

これらの中央の政熊に呼応して､地方においても､例えば､上掛 こおいて､これに前後してE3学会

の機関弦である r出学制 が出版された｡同報は､⑧政変後も鵬 され､315fTUbまり発行されている

ので､本小論では変法期の r良学報｣について述べて行く｡

まず､r庄学報Jがどのような控輪と恵図で発行されたかを明らかにし､ついで､その組織内等､

参加者執 こついて､究明し､叔後にその意毅について考案して行きたい｡

1､JI学報の発行

r丘学報Jは､B学会の機関誌として発行されたが､架啓超が甘いた序によれば､
+q LL■

--荒感の丑利を弗し､初産の宜い所を放き､化学を持って土を肥やし､弛め､機器を荘いて努

力に代える｡志願は宏大であり条理は万端であるが､経矧 まおとっており､まだつぶさに挙げる

ことはできない｡しかしすでに発端を念じ始めており､風気を捌き広くし､耳目を推新しようと

するものである｡駅村､印鰍 ま､実に物印の叔初であり､遠くは rI:3桑村立EiJの軌 このっとり､

近くは r招致尭B;Jの例に依りその門目を区分する｡約数端ある｡以理､動細物学､樹芸､(変､

架､桑､茶等の品はせこの軌 こ舟す)､畜牧 (牛､羊､豚､舵.鴨､軍､蛾等の品はこの類に帰す)､

木材､汲務､製造 (酒､粘､軸､毛轍物の類)化科､虚器､博識である｡月に一首をかき､諮I冬I

掛こ布し､近くは､日本を師として､その通変の由る所を考え､速くIi､欧Rtを取り､その立は

のJ:る所を臥 三吉の契学に迫り､天郎 )肥えた土壌を保つ｡④･.

と述べており､近代的な良男を行い､風気を開き､虎理､動植物学､樹芸､畜牧､林材､池坊､iB
造､化料､虚器の､見学関係の雑誌を月1回発行し､El本､欧米にならい､実学をたしかめ豊かな中

国を保とうとしていることが知られる｡

また､r段学報.Jの刊報凡例によれは､その節1灸に､
1､本報の投は､Elを明らかにするを主となし､ヨ轄ねて､蚕桑､寄牧には及ぶが他の恥 こは及ば
ない｡⑤

とあり､その怨点が､良薬､頚桑､畜牧にあることが知られる｡
このことにより､変法国是が破れ､西太后の訓政が中央で行われ､多くの学会､芋茎､報刊が帝圧

された中で､r段学報Jが生き残れた原因の一つとも考えられる｡
また､その節3灸には､

3､本報は､各省の凸政を詳しく載せ､本会井gfの情形を射し菜酉の凸哲､B軸を訳し､研究す
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るのに班けとなし､報章がElに多く11り､寄付も裕かになるのを映って人を添えて虚やIを叫門

に訳し､朝来に射さないで淵 を迅速に出すことを期している｡⑥

とあり､r良学報Jの内容について触れ､各省の忠敬､良学会の梯子､栄西の良書､段報などの制

駅を載せようとし､将来は､良省のfFE訳発行も考えていることが知られる｡

節4灸には､

4､本報は､姶説がなく､もし､海内の同志で著述で教えようとする省 く虚字に的係するIB)は､

それを択って良会の縛謡に海人し､乗取 こ億える｡①

とあり､aî説がないのが特徴となっているのが知られる｡これも良学報が戊成政変の時､帝圧され

ないで放った理由の一つであろう｡

ついで,r戊学頼｣苅1冊の笥B会署寿の罪3粂には,

3､･--今､本金は､欧米､日本の名辞のB乱 脚 を軒訳し､合わせて報章を立てる｡⑧

とあり､丘学会が､各国の丘甘､広報を軒訳し､r丘学報Jを作ろうとしていることが知られる｡
また､第5灸では､

5､本会の広さに井ずべきことは--･ここに寄付を先さにし､楼班を娘め､ならびに雅章を立て

る｡⑨--･

とあり､まず､寄付を仰いで r農学粕Jを出そうとしていることがわかる｡

このような意図で発行された 恨 学刺 は､rB学制 の耶1m⑬によれは､光緒23年の4月と苫
いている｡

また､発行場所は､r知新軸Jの20冊には､

上海見学会は､現在すでに開かれており､VT馬路の梅福助 こ会長をHutり①州
とあるので､段学朝妃も､上海新馬路の梅福運にまず正かれたと考えて差しつかえないのであろう,

以上､r丘学報Jの発行について考案したが､つぎに､その機能について見て行きたい｡

2､A学報の租♯

r丘学報Jの様式については､刊や凡例第2灸には､

2､棚 は､白班､石印を用い､極月､報を2回発行し､妾訂して冊と成し､転回約30頚内外と

する｡◎

とあり､白故に石印し､月2回､303g前後の冊子を発行していたことが知られる｡

また､井串規灸には､
1､本蛇は､埋gf2人を設ける｡1人は､庶堺を捻理し､1人は､窃報を潤色する｡旬月､給料

は各20元｡El本朝訳は1人､毎月の給料は60元｡英文和訳は1人で､梅月の給料は10元｡司膿

はl人で､旬月の給料は4元｡写字は1人で侮月の給料は4元｡雑役は､2､3人で極月約,.､
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5元を22す｡また出報蛇に常駐する｡

2､本蛇は､開館当初なので､用人は初めて､簡少にし､経矧 ま､師省を期し､将来､報務が日

に盛んになれは､従印者や給料を増やすことをはかり､臨時の合議を竣って､訂正する｡

3､本館の収支の帳簿は､毎月掲げ､軍毎に報末に付し､信頼を'ffJる｡蛇中の一切の正用を除く

の外､その余の浮出は､列入することができない｡

4､地中のgT掛 こついては､凡て､寄付をした諸君はだれであっても会に到り､稽悉できる｡も

し､軍に牽鐙を改める等のgIがあれは､公同の会議をして雑益を期すべきである｡⑬

とあり､役員としては､理研､日･英文翻訳､司帳､写字､雑役がおり､収支の帳軌 ま毎月､毎軍

明らかにし､監炎もあったことが知られる｡

また､事欲牽樫には､

1､相似 ま､虚会の叔要の一端であり､会中の話IJIは､合わせてまず､朝館井超による｡毎年の

船中の用皮及び印報の兜用は､節約して5千元にし､会中のすでに寄付を受けたもの以外は多

くをひろげない｡尚､海内の同志には寄付と援助を井い､成革を水成する｡

2､本会の銀銭の出入は､統べて江穣称君によって王政し､凡そ諸君の寄付は､本館に正接寄せ

てrfいたい｡本館より､本会の受取証を頒布する｡また江君にサインを依'Miして送り､信用を

あさらかにする｡

3､凡そ､寄付100元以上の者は､期によって､報を送る｡寄付50元の者は､軸を 1年送る｡再

び22用を取らない｡

Ll､本報は､l冊ごとに小売価格で洋1角5分である｡全年を定めて閲する者は､梅年3元でま

ず､耶 空を収める､受取証を治して証哲とする｡⑩

とあり､年間の和光は､4､5千元にとどめ､圧政年のサインにより､受収証を頒布し､寄付100

元以上の者には､期ごとに粕を送り50元の者には､報を1年送り､本代は､lfml角5分､年間は3

元であることが知られる｡

3､BL学報の内容

rE2学制 は､光緒23年4月より､光榔 1年 1月まで315附発行された机 ⑬戊成政変までの45fruを

中心に考摸した｡

その内容は､輿摘録要 (牽程録要等を含む)各省出政､本会IJf状､酉報適訳､染報適訳等である｡

射習では､荒地踊塁等を中心とする良薬間組43(麻局､樹芸会､紋服3告口重局､瑞安准E3金を含

む)責桑関操9､(郡省蚕桑局､新江蚕桑学堂を含む)､茶粥係4である｡

頚控では､良薬関係5､(よ(摘江屯墾印牽程､自乗水滴悶公司牽程､整準邑荒地費樫､樹共会費甘､

湖北腿工学堂招考学生示)､茶関係3､(両湖製茶公司牽程､英国戸部挟定茶牽程､実国増収駿茶輩程)､

蚕桑関係3､(苓桑公会発控､析tl養東学宝車種､枚州蚕桑局擬費)である｡

-75-



各省B政では､頚桑糸関係32､B深閑孫25､茶関係22､綿布関係9､学笠関係7(杭州萎坊学望､

段学宝､杭州頚学虎､漸tl蚕等望､湖北B学望､薪州良草堂､鍛州経世小学宝)､麻関係6､油4､

朝片3､樹木4､E3故只ならびに製造4､米変3､学会3(丘学会､杭州璽学会､江西白金)､茸捉

2(湖北蚕桑周章樫､漸江蛋学蛇招考牽控)､その他の商品作物7(タバコ､樟脳､紙を含む)､公司

1､(瀧田公司)､漁業 t､虫 1､料 1である｡

本金印状では､良学報の肋間関係9(杭州府林大守､江革何列太守､仰天府胡肘デ､南朝菅院､両

江甘部利､安ikal朝野､新藩伴方伯､保定沈太守家本､蒋苑労大命乃這)､その他方肋間5(時務報

2､純絹2､訳者公会報 1)､蚕桑関係3､農学2､米国からの良研購入ならびに贈与2､学会2

(飾学会､瑠安務良金)､実験田購入計画2､学生l(丑潤県農井学望)､津軽1(准良会費控)､良師
招粥1､である｡

西報漢訳では､茶関係31､家畜 (牛乳を含む)9､良策的係 (良具を含む)8､米変6､肥料4､

B]土LI､虫川3､馬鈴署2､個人伝記2､その他の商品作物8(麻､綿､俊､揮､樺､コ-ヒーを含

む)､良学校 1(輔蘭C1学宝)である｡

また､撰訳された報をあげれば､r熟地顔横軸J45回､r倫敦凸務報J8回､r太噂士報J､r英国博

学TDJ各6回､r英倫数段会報J､r壁州雑報Jl各5rg)､r銀州良学報J4回､r英国農学新報人 酒盛惟
生廠各2回､r英国良人報J､r腿家月旦砕Jl､r技芸会報Jl.r日Er報J各 1回である｡

TAT報では虫rX)孫21(沓虫､益虫)､蚕桑耕20､茶9､瓜5､稲LI､家畜LI､銀行関係4､水産博先

金3､架物3､抑麻3､両牡沌馬古代水産業2､その他の商品作物等7(嫌､煙群､商況人参､落花

生地)､準耀 1(良産物品洋金帝程)､人的､虻､田土､別各 1である｡

また､排訳された報をあげれば､rEl本E3会報J49回､rEl本堤堺新報J15回､rEl本水産会報17

回､r大和邦良棚誌.13回､r日本山林会報人 r鼎B雑誌J､r昆虫雑誌人 r大日本水産会報J各2回､

r日本E3務削 ､伊藤商会､r農耕報J､r日-&興和人 r姦薬新報J､B商務省､rよき氏朝J各 1回である｡

最後にr良学報.Jの内容の主なものに触れて正く｡第13冊には､｢黒羊類誌村図｣(rd学新関報J)
が見え､患羊の飼育などに触れられている｡⑩yf17mlこは ｢製茶価格之比較｣(脚 新報)が軌せられ

ており､①横浜での189坪 ､6年の封藁価格の比較が述べられている｡掛9mには 侶 印銘茶英之軌

(r多言別)があり､⑩ィンド･セイロンの茶の盛ん絹 子が述べられている｡また､｢英国脚 は 況｣

(r即 【新制 )が見られ､⑩米国の揃花の概況が述べられている｡
m21冊には ｢英国戯言逐年出口比軌 (r絵致B耕削 )が載せられており､⑳英国の良男脈 の抽

出がLu界各国と比較されている｡第22mでIir予防稲田敷 瓦先生軌 (rEI本位金剛 )が見られ､⑳
水田の啓虫予防法が述べられている｡第23冊には ｢茶市虫旺比佼割 (r大官士別)があり､⑳187畔

から22年I馴こわたる中国､インド･セイロンの茶の輸出入の比較がされている｡

第27mlには､｢長野県摘北安那 順 凍天蚕作召怖形｣(rEl本E2金剛)が見られ､⑳日本における蚕

の飼育の方法等が述べられている｡第36f田の輔末には､5月16日の上論カi載せられており､⑳Lt学､
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良学会､昆草堂､B哲のffZ訳が奨められている｡r良学報Jの発行もこのような中央の政治の動きに

呼応して上海という地方社会で突施されていることになる｡

以上､r丘学報｣の内容について述べたが､次に参加者について触れる｡

4､rA学報Jの参加者

まず､r段学報J等により､段学報の参加者で判明する者の姓名､出身地､官職等を表示してぼく｡
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これによれば､怠学報参加者で氏名の判明している者は､35名である｡今､その出身地を考案すれ

ば､新江14名､江薪8名､広Rl､相槌､日本2名､江西､山瀬各 1名であり､斬江､江源にかたより

が見られる｡

また､その官七を見れば､避判 (正6品)l名､軸林炭住横､(従6品)l名､知県 (正7品)3

名､内閣中帝 (従7品)1名､遜士 1名､革人 1名､附生4名､Er木南蛇1名､未入読者､不明15名､

日本人2名であり､通判を政商にして附生､知県､兼入決着､不明-Bにかたよりが見られる｡

変法派内の派別として､唾棄派の契啓過や江成年がいることから中riil派から右よりになると思われ

る｡

ついで､その葬摺などを取り上げられた人々について考案して把く｡
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ここに見られる人数は延べでLI5名である｡

その出身地は､湖南にかたよりが見られ､主に取り上げられている人達は､地方骨地層を中心とす

る張之洞､劉坤-､史念祖､討継泡､何棟等であり､その頼向としてはすでに見たように､地方の良

非を発展させ､出かな省を作ろうとしている様子が伺われる｡派別としては洋坊派的であったといえ
る｡

5､A学報の*A

r凸学や山 王､丘学会の枚閑話として発行されたが､その意図は､近代的な点薬､蚕桑､畜牧をul
発することに泣かれ､宰相､各省のB政､丘学会の様子が明らかにされ､好西のBt甘､B報などの翻

訳により､新しい欧米､El本の良薬の方法が明らかにされたのであった｡

そして､これは､中央の変法Eg掛 こ呼応するものであり､地方社会を啓発する所大であったのでは

ないかと思われる｡

さらに只体的に見るならば､r良学報Jで取り上げられた問胡Ii､B藁問題100､蚕桑67､茶69､

家畜13､虫21､でありr珪学報Jlこより､良薬問題､蚕桑､茶､家畜､虫の問題の解決にあずかって

力があったと考えられ｡また､r良学報Jが実学に限定したので､血変政変の時に良く弾圧されなかっ

たのであろう｡

r良学報Jは､戊成政変後も存較したので､中国の段英の近代化に役立つことが大きかったと思われ

る｡



おわりに

以上､r凸学報.Jについて考案して来たが､叔後にまとめて田きたい｡
すでに見たように､r凸学報Jは､近代的な投薬､蜜桑､育牧を開発するために､光描23年4月に
上海､斬.喝路の梅福里で発行された｡

その体裁は､白紋に石印したものであり､Bt初月2回発行されたが､光緒25年から旬刊になった｡

役月としては､理研､日英文部訳､司帳､写字､雑役がおり､収支の帳･簿は月､李に明らかにされ､

監査もあった｡

年間の兜用は､4､5千元にとどめ､寄付者には凸学報を無料で送り､本代は､l冊l角5分､年

(a)には3元であった｡

r凸学報)の参加者としてIi､招拐玉､架啓超､韻書､江頗年､鎌田王か＼､各軍胃､等35名の名前

が判明しており､出身地は､漸江､江1割こかたよりが見られ､官境では､通判 (正6品)を最高とし

て附生､知県､兼入流石にかたよりが見られた｡

変法派内の派別としては､中間派から右よりになる｡その葵槽などを取り上げられた人達で名前の

判明している人は延べで45名であり､出身地は､湖南にかたよりが見られ､地方廿払眉を中心とする

覗之洞､劉坤-､史念租､評継油､陶茂等であり､派別としては､収維新系内至は洋裁派的であった｡

出学報の戊成政変までの45和の内容としては､宰相では､良薬問Rii43､頚桑関係9､茶関係4､繋

控では､出茶関係5､茶関係3､召集rRl係3､各省忠敬では､琵桑rXJ孫32､茶脱係25､抑布悦係9､

学望関係7､麻関係6､池､樹木､B棟貝4などであった｡

本金印状は､rRl学報Jを含む腿菜関係19､蚕桑関係3が主であり､西和様訳では､茶関係3)､家
畜9､E3薬的休8､米変6が主であり､横訳された報では､r熟他出載雅人 r倫敦B戦和人 r大喝土

報J､英国博学やFにかたよりが見られた｡

凍報では､虫的係21､蚕桑糸20､茶9､太15､稲､家畜､銀行関係各LIが王であり､撰訳された鞘

は､rEl本堤学会報J､r日本併拝新報J､r日本水産会報Jにかたよりが見られた｡
また､rB学報Jの内容の主なものとして､El本茶､米臨摘花､インド･セイロン茶の隆盛､英国
EZ便器の輸出､日本の箱の晋虫､中国､インド･セイロン茶の頼出入の比較がある｡

r良学報Jの意我としては､近代的な､良薬､蛋桑､茶､家苛の開発､虫の間超の解決にあずかっ

て力があり､これは､中央の変法国是に呼応して地方tt会を啓発するものであった同軌ま､政変後も

中国の良薬の近代化に影書を与えたと考えられる｡

第三項 格致新報

はじめに

本小論においては､変法運動における朝刊の役割の一例として､学問的報刊であるr格数新別 を

IRり上げる｡①
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r格致新報JIfi､光拷24年2月21Elに上海新北門外の天主堂街29号において､EI然科学の雑誌とし

て発行されたが､その蛭掛 こついて考案し､ついで､r格致新報Jlの組織と横能について述べ､さら

に､その内等､参加者､意頚についても触れておきたい｡

1､格数薪報の先行

r格致新報Jの那-fruの表紙によれは､その発行は1898年3月13日､光柑24年2月2L日であり､場

所は上海､新北門外天主堂街29号であった｡仏語､英語では､それぞれREVUE SC1ENTl-

FIQUE,SCIENTIFIC REVIEWであることが知られる｡②

また､｢格敦新報蜂起｣によれば､

天地が分れ､万物が旺臆し､天地の間に帯､物が丑ち､天地のFiElに､唐学問が盈ちている｡人

が学ばなければ､どうして人たるべきであろうか｡学んでも理を辞めなければ､どうして学問を

為すに足りるだろうか.寮西の学は派別､支分して､兵､法､商､政､造船､造器から､凸､漁､

紡､轍､牧､戦に及んでおり､一つとして､学んでいないものはなく､柄しくないものはない｡

その起点を推原すれば､大むねは､目前の初歩的な理論から､供然に悟って､遂に新帝をひらい

た｡ワットが水の沸くのを見て､沫気概関を悟り､二.1-トンは､リンゴが地に落ちることから､

引力を悟ったというのは､その証明である｡③

とまず､述べられており､ヨ-ロッバでは､それぞれの学問が発適し､初渉的な理論から､深い学

説を悟っている様子が知られる｡

ついで中国の格敦の学について述べ､

吾が中国の格数の学については､説く省は､*火の災に並い､その伝を突なったといっており､

笛ずる省は､みな遺留なZLIとしている｡しかし､その朝がすでに失われたといっても､その理は

常に存していることを知らない｡空目i時に誠びることがあっても､理は､時日を久しく経過して

も府城しない｡格丑が亡われたのは､始皇帝によってではなく､粟に加背によってである｡その

時､教化は災を淡いだが､風俗は軌放し､仏老の期 的 ､中原を脳 した｡①

といわれており､中国の格数の学がうしなわれたのは､葵火ではなく､払胃の仏老の興税であると

されている｡

ついで､南東の朱子について､

繭乗におよんで､新安の朱子が矩商から起こって､仏老の非を斥け､r大学Jの欠を揃った,

そこで言うのに r大学Jは教えを始めるに当たって､学ぶ掛 こ凡そ天下の物は､己知の掛 こ困ら

ないものはないとしている｡そうして､ますますこれを荊め､その極に至るのを求めるのが､格

致入門の輩辺である｡⑤

といわれており､再来の朱子が r大学Jの欠を補うに至って､天下の物が己知の軌 こよっているこ

とを説いているのが､格敬入門の野辺であるとしている｡
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ついで､

報の掛 ま安く､やや有力な者から均しく購閲を得ており､また､日に新森を度し､学者におくっ

ている｡そこで､欧米では､Elに相が盛んに行われ､飛ぶように売れている｡その名を考えると､

士､良､工､佃､教育学と医､法学の球目がある｡その体を別にして､新政只afl､近gT広告の分

があり､その中で格数に澱も有益な軌 1､学問鰍こしくものはない｡常に問答一条を設け､学ぶ

者に疑って関わしめ､問わせてその者を啓発する｡方法はよく､その意図も良い｡

人材が多く起こるのも兼にここから始まっている｡今､中国の時耕､出会､蛍学､井学､の各

軸が呼を接して提唱し､梅内の士は､益を'aることが大変多い｡しかし学問鰍こ倣う省は､依然

として欠けているようだ｡そこで､始めてiBを開き､広く風気を開いて､大いに中国の人材を興

そうと欲している｡⑥

と述べ､学問報を発行して､中国の人才を興そうとしている様子がうかがわれる｡これについて､

梅敦を務めるためには､西洋の学問を学んだ学問朝に参加させることの必要性を述べ､フランスのカ

トJ)ックの宣教師向､Tlの両氏を挙げている｡

また､r梅致新報Jの内苔については､

格敦の2字は､甚だ広いものを包括しており､初歩的なものでは､日用飲食の間にあり､深い

所では､実に富国戦兵の本である｡

-に日う｡性理である｡滋を探して大原を行き､刀偽を弁解するものである｡一に日う｡治術で
ある｡公法､祥例､集約､税別与論するものである｡一にE]う｡放散である｡恒良､天文を究め､

測点､封造するものである｡一に日う｡形蛙である｡4項に分ける｡声光､屯気､水熟､銀力の

活gIは､物性に所構する｡金爺､木炭､鳥獣､血肉の詰恥 ま物理に所属する｡打点､凝動､変IL

分合の話gTは化学に所属する｡藁蛙､病状､人体骨類の話中は医学に所属する｡史伝､地誌､戸

口､風俗に至っては､世故の得失､政教の成版を見るに足りるので､別に脚 一門に舟す｡⑦

とあり､r抱丑新報.1の内容は､fi偽を弁理する性理､治術､簸故､形性を取り上げ､形性には､

声､光などの物性､金戒などの物理､打点11どの化学､医学があり､その他に史伝などの妃gfが考え

られていたことが述べられている｡

そして､叔掛 こ､新学等をBnく時はこの報が溢軌 こなるので､足りない所を数えて欲しいとあらま

し述べられている｡⑧

また､｢格致新報刊啓｣によれば､

国は治において舛り､治は学を端としている｡袋に入った立派な実は､衆くの理をJi胎してB

り､学問の本である｡あまねくrIいて分れ通じ､前例になって明折であり､知行や雷がさかん●こ

なるのは､学の効である｡だから外国の巧を迎え､我が国の拙を守るべきである｡相去るの軌J､

千に倍するので､梅致一学が首坊となる｡⑨

と述べられており､中国を良く治めるために楕教学の必要が較かれている｡
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最後で､まず､指数の詩学を訳卑し､ついで格数の諸学の語の問答を記録し､付録としては､酉人

の論説､中国人の論説､中西各国の近中を述べようとしていたことが知られる｡

2､格致新報の組鞭と機能

r格致新報Jの広台である ｢本紀告白｣によれば､l灸から6集までは､

1.本鰍 i､1都ごとに年間の売り値は4元で1冊ごとに1角3分で売る｡郵政局の無い所では､

代理店から郵便料を加える｡開署は､必ず､王如こ.qらして先に代金を支払う｡概ね掛売りはし

ない｡代金を支払った後､木棺或いは､代理店が､受取証を治し､証拠とする｡藩方で､全年

を郵便蛸読する省は､原局から受取証を彬転して､誤らない｡

1.本年は､うるう月があるので､2月から始めたいといっても全年を計許する｡

1.凡そ､代理店は､雑誌の定価から2割を取って､鐙升とするのを許す｡報の為替金を取り立

てる場合は､内にあって､はしいままに定4に加えたり､酒fEを乗取するなどのZJI付はあって

はならない｡

1.本報の訴1冊は､すべて進呈し､お金は取ら11い｡それ以後､各代理店は必ず先に報22を送

り､そのあと報を送る｡もし､定額の外に万一の時の雨空に捕えるために多く報軌を欲する覗

台は､不時の市に備え､必ず､代理店によって､朝野を木棺に送り､欠けたり､おくれたりす

るのを絶やす｡

1.凡そ､郵便で本報を購入する者は定価に照らして､割引はしない｡遥過ぎる処は､別に郵送

料を加える｡

I.凡そ､手把を送って横を問う者は､郵送料を先に支払う｡⑩

とあり､ r格致新報Jの定4ilま通年で4元､1冊､l角3分であり､代理店は2割の手数料を取る

ことができること､郵送料も必要に応じて支払うことなどが明らか こされている｡ついで7条から12

灸までには､

1.,.本報の訳す所の西掛 ほ めて､時下名彦の著す所で中国を興こすのに有益な物を取る｡削 '
に豊せる所の恐籍は､大むね､割載しないで比較的紙面を長くして一期とする｡ことごとく盟

載できなければ､段ごとに結末した所で留め､語句を分けて､閲毘者に典ざめさせないように

する｡

1.もし､西学に心を打ち込み､時務を渦Ztして著した大作があれば､どうかその啓を明らかに

されんことを祈る｡住所を郵便でら知らせるか､来蛇して欲しい｡刊行してひろめられたもの

を出来るだけ多く銀め択持し､継続して r格致新報Jに丑せる以外は再び経世文垢に頬別して

門に分け､不朽のものとして妓す｡

1.本蛇の刊報と別に刊行してひろむべき本があれはすぐに手紙で中西の官軌 こ登記を訪う｡も

し翻刻あるいは面Elを改換し､他省と余剰するものがあれは､悉出して必ず究める｡
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1.率土で西学の実戦の器只を隅入したい人があれば､本伽 i代りに欧州に手紙を出し胴入する｡

但し､必ずまずその価格の半額を汝めることo

1.木棺は､控22が梢充ちるのを侯って､l学会を立て､各郎 )忍只を陳設し､旬月､2､3回

教士によって主に実験を行う｡

1.本蛇は並びに在外相投のgr鰍 こより相中の司聯 ULく､またこの印を瑳井する者がいない｡

臥 脚 Jの徒で､外に在って接を招くなどのgI相があれば､どうか閲朝の措君は深く鮒 を7Z]

ぇられんことを戯う｡0

とあり､中国を興すのに有益な啓物を報に載せ､恥 は別に発行したり､学会を作って実額をしよ

ぅとしている梯子が知られる○なお広告は苅1冊から苅12冊のすべてに見える｡また､r格致新別
の付録の rt珊 寒程｣にも同様の記辞が見える｡もっとも､学会の設立については触れておらず､統

flのことなどに言及されている｡

次いで､格姻 刊の世報処は以下の通｡である｡⑫

上編新北門外天主堂祈念九号本蛇

東邦瑛塀鹿土地嗣内捨招局張小翁

京那大N.欄親表鋪学習掠

京都噸治円内毅房稲辺西学堂覗菊生

京都五武門天主堂後門簸塾中細秀珊

天真担鍋店街文英市村坊

天tI粕衣街捕威洋行蒋静軒

蘇州盤門外阻門外大栄新制小梅公司

軒州北術天主望

常熟城内寺前術平確率洋治号

無鉛三塁絹同昌弘棉子行周維新

遜州招商局

遜州招両局陳廼清

江位相商局

江桧招商局灘巨川

額娘招両局

奉鼎招商局偶浬臣

鎖江招両局

斬江招商局先鞭串

碗江天主二道放棄翁
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梯州TEl報局

輸州昭和局盛我盤

ぷ州秋口門天羊貸手TF翁

如卑北門丁家態砧替避

蕪湖q報局

熊湖租報局王叔英

頼朝唱和局王拭秋

葉縦 門雀後二術椎新報冴公司

安慶TG報局

安&Ⅷ粗局彰新三

九江旬報局

九fJ:八角井孫詞臣

沸口班駁術江左街林陳芯益

雄口沈家牌恒El公呉少塁

沙市招商局劉志希

沙市招両局

京城時務胡分館

四川成都府嬰fl子公館呉悼翁

奉州南門馬巷天主重要2!翁

沙市天主堂周El翁

荊郡天主韮EE]国翁

正員招佃掃

亘白天主望

湖南省城時藩学望

寧波招商局

革故紙衝弄支応公所

寧波村山天主堂孔仁翁

七宝劉雨番翁

茄舛南門蓮花柄耶機大臣工部尚概鉄筋

福州中州裕白木行

福州城内双門前油華軒茶恭店

沙市新例劉英和

五凸約滴局金雅叔
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湖南省城時務等望孝一琴

杭州出禾態前淋江杭窟湖道宋公館

杭州凍石正涼信用

杭州上軌胡態項公館

杭州弔載坊耳頂控房間壁al溝

杭州水師前直術体⊂医院背恩翁

tl酉省奴馬王席背後徳性載党内恥菊如

江西経約時満載処江鞍翁

雨讃下関招商用

南京下関招両局荘栖山

繭京城内中正祈篇理村

松江城内邸家蒋天主堂

上海帝美大兼房各処分設分皆之処均承張免成翁商知代派

招輿水油滴渦捷望甘妨

英界老巡棚田対門広学会王文翁

湖北肘祈こけ寺務報分蛇怒声翁

広TAT省城南門内矧‖J底型載り楼左斗山翁

広瀬省城南門内壁門底下的知新中西怨届先t翁

番踏文武拡術文裕望甘房槻福翁

3,格致斬粕の内容

r指数折剛 節 1冊から第12冊の栓目次は以下の通りである｡⑳

格致新報点起

格致初枕序

格丑初脚 一巻動物学

苅田を抱物学

学問之源流門類

態様路之利益

'a徳望之志不在JF

谷 間

穐 数 斬 我

育浦架開甲状

藍川望､虹横

雨江王節理訳

同 上

法田向変蓮着

楽在居待音訳

同 上

糞在居侍老僕

法園向変蓮等

南江王税理訳

両白二陛悦理口訳
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時ZJr所nfl 故地項藻琴

鎮江朱 刑弊述

校 勘 把

本蛇告白輿t9報処

遇語雷為中国当聯之急設 定業皇主人述恵

糞在侍者事辞

役務歴為国家之要Rl 愛護室主人者

雨江王節理訳

論閑gE之益不及埜荒 上海王丑曽撰

格致新味 雨江陸税理

併江柴 飛 同訳

菖今苗字法 愛護室主人哲

雨江王顕理訳

役人之記性 愛蓮室主人着

発在居侍着駅

裁冗兵以排将兵謙 上海王豊田撰

格致臓 法文報 上海 韻文彬 同駅
英文法 先稚新

設欧州和局非中Eg之桶 上海王豊B'撲

字 碍 祝 愛護董主人哲

雨江王細理訳

西 芋 粥 麦謹皇と入着

雨江王税理訳

白 煤 愛護呈主人者

両江王顕理訳

持戒科私議 上海王豊全壊

中国方言考 雨江王較理訳

絵研兵金 愛護室主人-3･

楽在居侍音訳

湘 桂 皮 法 愛護室主人哲

両江王輔モE訳

菰貧前 説 宝山林尊胎横

笛 火 愛護室主人著
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楽寄居侍着駅

息 争 説 上海焚諜瑛横

溢戦 之 利 変迷室主人述意

楽在居侍者措辞

中国俄瓜成於英日論 上海王出世株

論中国熊筋力 美園史茂司者

而江王顕理訳

詩 水 愛護呈主人曹

糞在居侍音訳

連破連美津非晶取説 如栄典等沫撰

乱舞苛価巴合餌 愛連星主人哲

糞在居持者訳

測盃海Rl溌浅法 変速互生入着

所江王領理訳

Ef!肘 未 練 室山林士穀横

坑術勘J日法 変幾重主人者

絹江王i碩理駅

容西7R学考 宝山林士教授

論 金 木 土 変速室主人哲

雨江王輔理訳

論呉裾抄の 同 上

原 丑 上海王出LI撰

また r格致新報Jlに載せられた主な和訳雑誌名 (6匝l以上は搬された雑技)は､以下の盛りであ

る｡⑩

英国学問報 (130回)

法匡日時学報 (38回)

法文件学報 (:蛤回)

法 固 相 (24回)

英国格政和 (16回)

字 林 報 (lLl回)

倫致中国朝 (13回)

倫致中国新聞報 (12回)

英国大略士稚 くll回)
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格式 76昔 (9回)

英国放置報 (9回)

倫歌曲故報 (6回)

字 林 西 報 (6回)

ついで､r抱致新報Jの内容について､3つの笛説を取り上げる｡すなわち､第 1に ｢動物学｣､第

2に ｢論水｣､節3に ｢論金木土｣について述べる｡

まず､｢格致初枕｣の那1掛 こは r組 物現｣が載せられている｡⑬yflに動物と植物と鉱石のttlL空

の中で､動物の特徴が明らかにされている｡郡2に動物で骨の有るものと動物で骨のないものが取り

上げられ､比較されている｡

節3に背類動物として周や人が取り上げられている｡苅4に贋体類として､-工やクモなどに触れ

られている｡第5に柔体類としてかたつむりなどが取り上げられている｡訂王6に光モ類としてヒトデ

11どが取り上げられている｡

最後に約旨が載せられている｡今それを述べれば､

1.動物の大旨は､動物は能く長大であり､能く往来活動し､知覚を有し､生死がある｡

2.雑物は､能く長大となり､生死が有るが､存在している所から自分から出ることはできず､

知3ILもない｡

3.鉱兜は､人による移動やZJT故による変化のきざしがなければ永久に形を改める時がない｡

4.動物族は､4頬に分ける｡背規､圏体類､変体類､光だ類である｡

5.背類 .動物で骨格のあるものを指す｡偶の如きは､背類である｡

6.背類と称する理由は､動物のあらゆる骨のうちで､背に背骨 1本があるものである｡

7.背類の動物は､紅血を有す｡

8.廟件類 :飛虫､クモ､嫉蛤､硬殺虫､者の塀､すなわち､動物の骨と虹血のない者で､身体

が圏の重さなりでできている｡たとえば､木乳などは幽体類に戊する｡

9.柔体類 骨なく､虹血なく､圏休でないもの｡その身体は､軟弱であり､時に殻の中に隠れ

ている｡たとえは､ゲジゲジは柔体裁である｡

10.光だ頬 .その口が体の中心にあり､別Eiと同じではない｡口の四周に尖PJがあるので､光亡

輔と名づけている｡たとえは､ヒトデとキクメイシは皆この類に属してる｡⑬

とあり､動物の特色としてIi､動き､成長し､知父､生死があり､背獄､歯体湖､柔体類､光モミn
の4朝類に分かれていることが知られる｡

ついで､｢論水｣には､つぎのように述べられている｡

水は､常に見るものであるが､細く考案して見ると､元質中の収輿のものである｡祢して元町

とするのは､lつにその体耳をなすものだからである｡私は､すでに火は体打であるということ

ができないといった｡凡そ､4かこは熟があり､これを発光させるのが火である｡水の体町でたし
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かとするべきものがあれば､金､木､土とは別の1体Plであり､lつに水を純一の灯としており､

他のflと相合することができ､水を元flとしているのは古くからである｡⑰

とあり､古くから水は元質のlつであると考えられて来たことが知られる｡

しかし､水が元封でないことは､西洋人によって明らかにされたことかつぎのように述べられてい

る｡すなわち､

1α)年前､仏Egの化学者の実1釦こより､水は2朝の元兼が化合してできたものだと言われてい

る｡その化合の力は甚だ堅いので､その2元来を分けるより､2元素を化合させて水とする方が

し易いのである｡⑩

といわれており､水が2つの元紫からできていることが知られる｡

また､その元来については､ ｢水菜と放棄は､水の母である｡水は､ただ水素だけでできてい

るのでもなければ､諌兼だけでできているのでも11く､2つの元来が化合してできたものである｣

と述べられている｡⑳

ついで､水菜と故兼の特性が述べられ､水菜は軽く､故矧 ま動物を生かすことが大むねいわれてお

り､水にも色があることも述べられている｡⑳

叔後に､水の陸地と海岸における作用がつぎのように述べられている｡

近海の地は､その風が甚しく冷くはない｡また､甚しく敷くもない｡･･･このため､沿海の住民

は内地に較べて多く､近海の地は､軌と晩に一定の風が吹く｡また､水が冷えにくく､熱くなり

にくいので､腕の問は海と地が皆冷えているが､翌朝､大船が架から昇ると､海水は熱を受l=に

くいので､地は梅に較べて先ず熱する｡地面の空真tは淋せられて昇り､海面の空気に校べて軽い

ので､海面の汚い空気が入って来て､その欠を揃う｡これが海風である｡日没の時になると､満

水は熟が退きにくいので､地は掛こ較ペて先に冷え､剛 咽 て海に向って行く｡㊨

とあり､海鼠､陸風の仕鵜みについて研かれている｡

最後に ｢詮金土木｣について見て行く｡

まず､

五行の理について､中国人は楼伝中で甚だ詳しくこれを言っている｡その説はヨ-ロッJ<人の

水火土気の4元の説とは､ほとんど果なる｡金木は､すでに水火土の中に包まれるべきである｡

火の如きは､能く金属を割鎖し､水土は､能く金属を生じ､火は能く木を劃して炭とfLL､水上

は､能く木を生ず｡中国人は､別に金木の2灸を出しており､西洋人のLI元の名毛の柿当に及ば

ない｡しかし､相沿って久しく､すでに牢固となり､破るペからざる舞なので､古人の抜した古

典を斐ててなくすのはよくない｡だから私は､水火の2行を論じた後に気を-講じないで､金土木

を-a-じ､準例に遡った｡㊨

とあり､中国の五行説とヨーロッパの4元説を比較し､後者がすぐれているが､前者の分矧こ従っ

て､まず､水､火を述べ､これから金､土､木を韓ずるという｡
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金属で用を為すものは､甚だ広く､80の元窯のうちで､金属が60を占め､空くて､光を発する｡
本体が空ければ､器を利となすことができ､光を発すれば､宝となすことができる｡ある種の土

は､内に金属打を含み､簡素と化合して､金尻を成している｡だから､土をfI7鎖して､金属を相

でおり､今Elの5つの金属などの鉱石は､土中に化合して出てこないものはない｡それ故､金土

の2行Ii分けることができないようだ｡⑳ 1

とあり､金凧が元来の中で60種類ぐらいあり､それは土中に化合して存在していることが知られる,

さらに､未について､

米は､諮Ztが相合して破り､地気､天時が同じでなければ､生える木も同じでない｡いわゆる

木は､一切の花､草､敷､巣をともに包括している｡だから､細物は､債木というべきであり､

炭となり､油となり､戯料となり､香料となり､木の原町 ま1つではない｡すでに横見できるよ

うに､木の樹練を取って､乾娘すれIf煤炭となる｡煤掛ま､2秒 こ分かれ､lつは班煤であり､

石炭と木次がこれである｡ 1つは品炭であり､ダイヤモンドがこれである｡･･.･･･今､すべての林

が生長し､日に執 こなるが､もし飲食の源を開かなければ､人類は将さに滅びるであろう｡いI)

ゆる飲食の源で､教､菜､梁､薪の4者にしくものはない｡これらは皆､木が足らざるを折って

いるのでIiないか｡木の功は砺みれば､大で小 ､とはいえないだろう｡⑳

とあり､木が頒料やダイヤモンドとなり､飲食にも必要不可欠のものであることが述べられていも｡

また､そのあとに､捕物が炭概ガスを敬って､光合成により成長し､散紫を吐き出し､動物や土壌に

益をもたらしていることが背かれている｡

最後に中国の五行税について､

中国の五行説には､東に､蛇を薗くのに足を添えているとのそしりがある｡私は､五行の我を

むやみにとがめるわけにもいかない｡tLJttLむべきは､中国人が五行の生起の理をfLitりて､丹を班

き､水銀を稲i*し､天命は､屋トと相関しているとしている｡この説は､荒ガとしており､証拠

がない｡恩か者は術土を悼んで生活し､痛いを治す医者の如く､五行生起の理を取り､まつわrJ､

桁くない｡これらが私の解らない所である｡⑳

と述べられており､中国人が五行説に迷信を取り込み生活しているのは解らないとしている｡

以上､r格致新報Jの内容について考案した｡
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4,格数薪報の参加者

r招致新別 により､r格致新割 の参加楢 鼓を表示すれば､以下の通 りである｡⑳

湖中の脚 J 氏 名 m 某繋 崩 れに 搬中の役割 氏 名 m 詫菅競 毒れに

本州皆報処人 筆 名 授 京雄大fI軸 甜 本船皆他 人不 純 者 四 国 翁 江JE稲畑江西斬江仏国献江漸江江叔上海上*江▲i江▲妄上海上*江一‡江一芸米Eg 荊q天主堂

b 秀 JI薮 菊 生滞 Al 軒 天主宝射 り鼓室商 学 書描 威 洋 行 孔 仁 翁事l 両 者蛙 訴 事故JB山天主宝半枚大臣工錐鏑8

AI Jt * 同El絹子行 屯 銀 成 華美大弘田

F* 廼 i* j5州招商用 斗 祐 翁 香港文裕菜8妨

井 巨 川 江捻招鵡局 左 斗 山 瀬 正史空蛸 は

鵜 望 臣 孝興招両局 王 文 爺 広 学 会

栄 .q 亭 Et江招総局 毛 ′ト 翁 北京溌軸 捻粗描

盛 我 叔併 半 速王 叔 英 拍州可搬掃煮耕可搬局 放 棄 翁王 正 翁江 汝 翁 前江天主生娘州牧口門天主宝江西時横軸処

王 統 秋彰 Vr 三珠 詞 臣陳 屯 生只 少 専PJ 去 希PJ 美 加平 声 翁呉 舛 翁廿 里 翁荘 他 山JI JI +朱 書 翁金 Jt 及孝 一 琴釆 其5! Zl *～ 菊 如月 E] 翁 蕪湖巧雑用安生巧粗用江 左 甘 林沙市招商用湖北時務甘処四川Nl子8柑杭州休仁医島南京下関招商用EEl招鵡局時 務 学 生漸江杭ぷ必達 隆 を Ea沙777天主宝 並 封 鎗架 閑 甲姿 虹i並在屈特番向 愛 護陸 悦 理項 美 事架 飛王 点 C1屯 文 彬王 幼 庭休 せ 牡文 在 任朱 推 薪耕 土 魚貝 中 珠史 兼 司 凍州天主掌 lIlI
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以上の蓑によれは､参加者として､本館皆報処人が44名､寄稿者が17名､計61名であり､その出身

地としては､江紫9名 (うち上海3名)､新江3名､福祉､湖北､江酉､香港､仏国､米国各 1名で

あり､江森と淋江の両省にかたよりが見られる｡

また､官位などを見ると､官股が15名であり､最高位は､罪横大臣･工苛尚甘 (1品)l名､つい

で､芯El(正4品)1名であり､その他市報局関係者など13名がいる｡また､キリスト教関係者は8

名で､カトリック6名､プロテスタント2名である｡その他報刊関係者､商薬著名4名､学生関係者､

甘滑油各3名である｡これによれは､参加者のB菜としては､官瓜､キJJスト教関係者(特にカトリ･,

ク)にかたよりが見られる｡なお､この他に問答tllのft間者として､延べで158人いる｡

5､格致新報の士暮

すでに見て来たように､r格散新報｣は､南東に出版された自然科学の雑誌であった｡まだ科学的

11知識の廿及が十分でなかった当時にあって､一定の役割を射たしたと思われる｡

すなわち､中国人に対する科学的な基礎知識を与える雑誌がほとんどなかった時代において､科f声

的な知識を与える記帝と正教師による実験や理化学器具の取り次ぎも行われ､中国人に自然科学の佃

効を普及するのに先駆的な役割を梁したと思われる｡

格数Fr和に似た雑誌にすでに r益uB録Jが見られたが､後者には､Blに科学的なものばかりでなく､

政治的なものも可成り含まれていた｡⑳

また､r益uB鉛Jにおいては､キリスト教的な性格がrt正面から打ち出されていたが､機敏新報で

は､多くのキリスト教関係省が参加していたにもかかわらず､その点には､触れられていなかった｡

格致新鰍 ま､r中国雑学史Jによれは､都合により中止され､その後 r益文録Jに併合されたとい

ぅが､⑳その柏しい理由､時期は､まだ不明である｡

おわりに

いままで r格致新報Jlについて考案して釆たが､最後にそのまとめと残された問題点の拾輔をLT

正きたい｡

r格致新報Jは､1898年3月13El､光緒24年2月21日､上海の折】u7,外天王星街29号の格致新報刊

で第 1号が創刊された｡

同鰍 こよれば､ヨIE,ッパでは､学問が発達したが､中国では､軌背の頃学問がすたれ､朱子に.こ

り､掩致入門の要Rlが明らかにされた｡その後､将来に至って､人材老成のために学問雅としての

r梅致新報JIの発行が遭回されたのであった｡

r梅致新制 には､｢本船ZE,t白｣や ｢皆輔車樫｣があり､それによれば､r格致新報いま通年で4元.

1臥 1角3分であり､有溢な研物を載せ､学会を作り､実戦をしようとしていたことが知られる)

また販売所は､65ヶ所あった｡
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内容としては､論文が36載せられており､朝訳されきた主な外国誌は､13以上ある｡内容を耽り上

げた韻文は､｢動物学｣､｢冷水｣､｢;i金木土｣であり､｢動物学｣では､動物､招物､鉱物の別が取り

上げられ､動物類には､背ZEL圏休類､柔休載､光だ類の4唖があることが述べられている｡

｢韻水｣では､水が中国では昔から元Prと考えられて来たが､矢掛 1､水紫や諌窯の化合物であり､

前者は軽く､後者は動物を生かすこと､海水による海風､陸風の作用などについて述べられているo

｢給金土木｣では､中国の五行説の分類に従って､金､土､木が論じられている｡金属は､土中に

あって化合物として存在していること､木にはすべての租物が含まれており､動物の食物､散発QJg(A

給源として大切であることが述べられており､最後に中国人が5行説に迷信を取り込んでいることを

批判している｡

｢梅致新報Jの参加者は､瞥報処人が44名､寄稿者が17名おり､出身地としては､iI:蘇省にかた.i

りが見られ､官境などを見ると､官僚 (15名)､キリスト教関係者 (8名)にかたよりが見られ､官

僚の最高位は､軍枚大臣･工部尚'tyであった｡

恵袋としては､r機敏新制 が記群と実験を適して､中国人に科学的基礎知識を教育する先駆的Ii:
役割を果たしている｡ただ､問答欄丁間者の分析やキリスト教朋床者が多くいたにもかかわらず､キ

リスト教色が伺えなかったのは何故かということと､同掛 iやがて益聞掛 こ合併させることになった

が､その柄しい経緯､時期などの解明は､今後の関越としたい｡

郡四項 時務学望

はじめに

本姉では､変法運動における学室の役割の一例として､時務等笠を取り上げる｡

まず時葡学生の改正の意図､投LyE場所を明らかにし､ついで､時務学堂の機能を見､さらに参加pE

を分析し､最後に時叛学重の意我を明らかにして行きたい｡

以下､旧を過って述べて行く｡

1､時務学生の創設

時葡草堂についてはすでに諮先学の研究があり私も触れたことがあるが､①ここでは､私fLりにま

とめて行きたい｡

まず時巻草堂の改正の意図であるが､湖南時帯学星提起には､

今､印変はますます急であり､天子は政gTを11きり､おそれおおくも広く学校を立て､人材S_･

育成することを自我の本計と考えておられる｡たびたび勅命が降り､この薬を天下にひろめ､江

軒､安iL､得漣､漸江､駅西､山西､湖北､四川に風気が興り､宰蛸があっまっているとさくが､

香が湖南省ではそのやぶれた余りもいまだよくflさに革げたことはなかった｡ところが今や提督

覗之洞､逓血眺宝放､学政江度が一時に出会い意気を通じて新政を提唱し､湖南省に滋みをもた
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らした｡我が湖南の士には今に及ぶまで自らを励ますことを考えなかった｡--まさに達人を招

いて､誹投をつかさどらしめ､俊秀を選んで生徒に充て､懲概を載して研究に備え､図器を蹴い

て試掛 こfiせしむ･･-I.②

とあり､保守的であった湖南が天子の勅命を受け､韻之洞以下の人材の豊掛 こより､時務学堂をた

て新しい近代的学風を附こうとしている様子がうかがえる｡

また時務学箪招考示 (以下考示と略す)によれば､

容西の各学を杢するに､均しく糊徹があるので､彼の長を取って､我が短を掛タ､必ず中学を

もって根本となし､出きことは叩きを粉め多くを亙ることにあるのではなくて身を修めて用を致

すにある｡学生は入学して3､4年もすれば､中学にはすでに明らかになり､欧文にも習熟す/i'

から､本部で数十人を選んで旅22を与え或いは京師大学塁に送り､中門の学問を錬習させ､蚊別

の康秀な省は或いは外国に送り､分けて水師､武備､化学､段学､砿学､商学､製造等の学校の

授業を受けさせ､-.9円に長じているのを稚め､分別して選択して採用する｡--正途よりの出身

で願う者があれば､生藍として雌 を同じくする｡--③

と見えており､中学を基本として洋学を学はせ､放校の俊秀な者は､京師大学望､或いは､外国の

大学で研究させ､官吏として採用し郷試の受験fZ格を与えようとしていたことが知られる｡

また､菜啓超の r戊成政変記｣によれば､

今日､民梅を伸ばそうと欲するならば､必ず民智を広めることをもって第一毅としなければな

らない｡湖南の官榊の多くは､民哲を誼んじている｡ここに時務学豊が設けられた｡その意図は

至って良いものである｡④

とあり､湖南省の官柳が民哲を堕んじてここに時務学豊を作ったことがわかる｡

つぎに改正場所であるが､まず考示によれば､

本年､暫く脈 等試取を倍りてBH設することを議定した｡･.････⑤

とあり､さしあたり､衡措試蛇を借りようとしていることが知らされる｡また､湖南閑井時務学重

大横車程第 1条には､

学塁の地道はすでに省奴の北門外候家脈 岸に田を数百畝賂入し定めた｡-=･⑥

とあり､省城の北門外候家蝿同岸の地を脚入したことが知られる｡

投把年代については､考示には､

昨年12月の悦､まさにこのqFを相淡していた時､たまたま荊国子監祭酒王先謙等によって､時

務学里を役立するを討うの申し出が出され､････-本年､暫く衡fIL?法相を借りて開設することを芸遜

定した｡･-･-⑦

とあり､この考示が出される前年､前国子監祭酒王先謀の要言削こより､1897年 (光締23年)に設止

されたことが知られる｡

つぎに､時務草堂の機能について見て行く｡
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2､時務学堂の横能

時務学生の横能を考案するに当って､まず湖南閑井時務等望大概茸理を見て行く｡

郡3灸には､

1､学生の紬 を受ける者で､省城に近い掛 i必ず､保証し推粥している紳士がつれて学堂に到

り名を報じ､省城から遠い者は､府県の官印の文で証明者を作り名を報じる時､自ら出跡ナて､

三代の滞rIと平El読んでいる所の督椿の名目を苛き､接掛 こ便利なようにし､各保証軌 士､略

ね江南a才学堂の津軽に掛 ､､その後に列ぺてのっとる｡⑧

とあり受額の仕方が省いてある｡

耶4灸には､

1､外府州県の保証して推灘した学生は､必ず､その受晩生の性情､fZTrを確志し､果たして適

itに堪えるならば､予め投考の文恵を拾されたい｡学生が来た旅矧 ま､暫くは､外府州県の官

沖が他の焚用で立やえ､St額で入学した後､学生の公の㌍用から返還する｡おもうに保証し推
鵡する文章の内に､El常どんな本を読んでいるか､長ずる所はどんな学問か詳しく考察を加え､

証して明らかにして査収に備えてほしい｡しかし口走をふさぐ｡⑨

とあり､外何州県の官柳が保証して推鵡した受験生の取り扱い方が述べられている｡

第5条には､

t､学生で受験して入学した省は､3ケ月flJ]試みに習い､総故習､総理､紳班が一掛こ載別 (み
わけ)て､学生の去財を定める｡学を好み､凍思し､経史時掛 こ通達していても､ロ歯が欧ズ

に合わない省があれば､しばらく､学堂に田まり､捜罪を受ける堺をゆるし､ltjら中学-tJEJに
捕しくさせる｡その他の者でもし告Trが魯鈍で性fllが執劫で､挙動の浮苅な省は､3ケ月Elの

載別を待たないで馳時退学させる｡⑳

とあり､入学を許可しても3ケ月巨=こその去田を決めることが知らされる｡

第6条には､

1､学生の学ぶ所は､中西並びに盃んL:､欧文は､浅さから深さに及ぶ､逮Bfを調べて習わせる｡

中文は､捨教習の定めた課掛こ風して】馴lつで揃密な哲や渉判の背を詠ませ､1年後に再び噂Plj

を分けて教授し､各人は､その性格の近い所に従って等門の学問を治めさせる｡①

とあり､学問は中西合わせて学習させることがわかる｡

苅7集には､

1､学生のIa学は､5年で学問が成り､学生をでるのをもって限りとする｡もし､学の連れ売主
▲J'IL{t

を摂れ､いいがかりをつけて休暇をJk.llい､或いは溢可を想い､退学を希望して別に生理を図る

ものは､四川中西学重の例に照してそのような学生を退学させる以外に歴年の書火銀両をおさ

めさせる｡父兄がある者はその父兄がF関することを認め､父兄が無い者は保証し推iEiしたノ､

が耶 け るのを認める｡⑫
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とあり､学生の在学期限が5年であることと､退学について述べられている.

節8灸には､

1､学生が転月作る日記や瓢文は､捲教習､分教習の評定の後､-iEめて総理､帥並に評関して凹

い､紳評を示す｡巡私 学政は両年の終りに定期に草堂に来て描日を出して試供を行う｡⑬

とあり､日記や雅文の成約の評定の仕方などが述べられている.

第9集には､

1､学生の卒業は､5年の期限が満ちるのを俊ち､巡撫､学政の合同の大考丑の後､果たしてそ

の学に明効があれば､総理衝門の葵定要事劉こ倒して､予め科名仕進の階を与える｡或いは生藍

として郷試合梅と一体とする｡或いは､はかつて京師大学堂と出洋学習に送る｡或いは､保砥

して使哲の播訳随員と為し､南北割藩等の局に派通して仕邸を委せ､卒非生を殻励する｡⑭

とあり､卒炎生の進路を保障し､卒業生を鼓舞激励していることが知られる｡

第10条には､

l､教習が勤勉で尊を添い､学生の学非が成功すれば､経理行門の葬定華掛 こ冊し巡撫の役所か

ら奨めて升途に叙することを奏新し､その他の管堂等のLlで仕恥 こ勤め労して倦まざる者に巡

撫の役所から択んで保契する｡⑬

とあり､優秀な教官､職11に対する表彰の様子が知らされる｡

耶10灸のあとに

総Et!､紳班および管堂紳士は､各学生を考査して､功過fmを-fftl作り､佃El杏している学生の

用功勤怠をそれに掛き込み､毎月の終りに絶教習､分教習と頒めた所を数を分け､比較参殿して､

朽び㌍酌を定める｡⑬

とあり､学生の斑罰について述べられているC

戯後の11灸には,

1､帽 の誹乱 文規章掛 が帥こ鞘灸を立ててわけて刊本とするのでここではつづらない｡⑰

とあり､中西の課程などは別とされている｡

つぎに契啓超のi!ぎいた湖南時教学望学約10華の主なものを取り上げ学生の機能を見て行く｡まず学

約10帝は､立志､寒心､治身､翫軒､窮理､学文､糞等､端生､経LLl､信教であり､叔後の2つは､

学が成ってIJIに当る時に基礎となるものだといわれている.

まず第Llの訣巧についてであるが､

･--･今許習と共に大成を発しているのは中国の読むべき智を取り､その諦誹の前後をきめるこ

とである｡或いは全モFを苗bcみ､或いは-E3を択ぶ等､或いは金田を読み､或いはその句を取るO

申ら聖教にlXlるもの､時局に密切するものを求める｡-普通の人で良く学習する者を桝 として､

誹とし､晦日一課を分け､経学､子学､史学と訳された津村の四着でlElの誹とする｡数年の力

をはかれば中国の繁雑の一切の大掛 ま､債了逮することができ､西洋の鮮学も惑引､労証してあ
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らまし知ることができる｡このようにすれば捌 する者は､望洋の嘆きや岐路の迷いもなく中学

も抱すことはないだろう｡今二､三の人とこの印に当り､行うことができるならば､のべて学校

報とIlL､訪天下にfl間したい｡読切の課業は､学}噂 が各人で補記-fmを設け､即 EJと渉林の

コ矧一つに分ける｡毎日J酌む本は､新薬を発見するならは､疑義もあるので､恥 ､てfl問箱に入れ

回答を待つようにする｡⑳

とあり､読書の学習を適して､中国の古の大袋をあらまし知ることができることが述べられている｡

第5の荊理では､

･--今､自然科学軌 ま､大むね訳本があり､私がすでに知.'ている所の理も前人を見て加える

ところであり､益々これを窮めれば､大きい棲恥 ま､恒良と詩天の国土であり､小さい所では､

敦盛､血始の世料 こ及び､これを深めれば､何気､淑萌の物変のごとくであり､これを浅くすr･

ば､日用飲食をよく見ることのごとくである｡時に随って悟り､浅く見､深く見､これを用いて

習熟する｡他日､新法を創り､新苔を封慈し､新字を蛸くには､債これに基づき､高才はこれに

勉tI｡荊理の課英は､1日おきに学宝で扶育し､投薬が掩ってから教師がEl前の申理を取り上げ､

或いは浮世の自然科学の竹串な理'論を致皆fr問し､よく考えて答えさせ､答えがすでに充分な')

は､そうなる理由を掲示する｡⑩

とあり､自然科学の学び方がむかれている｡

瓜後に7の兼好について述べるが､

･･.･･･軍を糞しむ課業は､数ヶ月を待ってのち､海月､数日､同学会餅の時を持ち､学生が各JI

その別記冊をttIL､笠にあって互いに牧､或いはT間があれば､相互に批評回答し､上下が謡逢

し､各々が心Lrlた所を出せば､その益は荊ることがない｡会tJtは教師が監慣する｡⑳

とあり､皆で躯り､討議をしながら学習を進めて行く梯子が知られる｡

ついで r戊成政変記｣によれば､さらに時-#学堂に従来の学生以外に外課を設けることを述べてい

る｡すなわち､

学宝は広く外孫を設け､各州県では人を調べて兼学させる｡･.･･-外課生はすべて年を限らない

のを当朝とする｡･･･取るべき者は30人であり､-･-良策な人材で年30以下の者を県ごとに3人,i.

ら5人兼学させる｡この課を設けた理由は全く風気を広めるためである｡--この学生は､速け

れは半年､超くとも1年で解散させ､別に新しい班を招く｡この課程で学の成った者には証明3

を授け､各自を/将 校の教習とすることができる｡ 1年の後には見気はようやく成る｡⑳

とあり､外謀の学生を小学校の教習にし､見気をPBこうとしていることが知らされる｡

また定番超は r約代学術CE謡Jlの中で当時の時林学宝の模様を次のように述べている｡

契啓超が赴任するや､｢公羊｣｢孟子｣を教授し､学生たちには､その前記を苗かせた｡学生u

わずかに40人であったが､季柄蒙､林圭､蕪円らが&等生としてきこえた｡契啓超は侮日数量で

4時間教え､攻は学生の前記を批評し､ときに､ひとつの文章について千語に及ぶこともあって..
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しばしば攻を徹して填る時間もないありさまであった｡主覗するところはすべて､当時の一派の

民権論であった｡また油代の歴史研実について語り､失政を列挙して､さかんに革命を提唱した｡

学問を論ずると､布巾より以下､添･唐･宋･明･帝の学者たちは､完盾なきまでに攻畢せられ

た｡当時､学生たちは､みな寄宿舎に住んでいて､外との交渉はなかった｡学校内の雰陽気は日々

激変していったが､世間はこれを知らなかった｡休暇になって学生たちが帰省して､筏記を親友

に見せていらい､湖南全省はgE然となったのである｡⑳

すなわち､これから見る限り､特撮学宝は非常に活発に横施し､民倫-d̂が唱えられやがて湖南

省が卓然となったことが知られる｡

以上､大概牽程､学約､戊成政変記､帝代学術概論などにより､時坊芋茎の横能を明らかにし

たが､次に､その参加者について見て行く｡

3､時滝学堂の参加者

すでに湖南省の前国子監糸満王先誹等の郷仲の申掛 こより､時我学生が設立されたことを述べたが､

その実転の秘跡 まどのようになっていたかを明らかにして行きたい｡

まず､r前代学術概論い こは､
さきに討嗣同は､戟遵意､.qtS希おらとともに時牧学宝を長抄に設立していたが､梁啓超を重視

のポストに招解し､肘 常らは肋救となった｡⑳
と述べられており､時務学笠の設立には､訂嗣同､灘遡,8､伸希齢らもあずかって力があったこと､

契啓過が主計となり､店才常が肋数となっていたことが知らされる｡

また r91月岡全雄Jによれば､

珊希齢から手紙が来た｡その中で湖南'Cの官榊は､訪うて穀啓超､李推格の2人を時砺学生の

捲教習として榊 する計画を決めると､如 意鳩 めて2!成したと云っているC⑳

とあり､前述の黙啓超､李推格をそれぞれ (中文､欧文の)捜故習にしようとしていることが知ら

れる｡

また熊布齢の上排右銘中蓋世には､

去年はじめて革袋を立てることを換要した時､架啓組を招萌して教習とした｡焚遵禁､江捺､

辞代鈎と頒布齢､陵三立を発起人とし昔封成した｡そしてこれに継いで張社l同､王先謙もまたよ

しとした｡-･q]ち今年､軟禁甲､肘 常を添えて訪うた｡-⑳

とあり､前述の文革雌､劫遵意､熊希齢の外に､江恐､挿代的､昧三並も発起人であり､前述の王

先謙､張祖同もよしとし､店才常の他に飲菓甲を中文分教習としたことが知られる｡

また前述の頒布齢の手紙の附録､安貞如啓超原画には､

巳にともにするのを肘して分数菅韓文革､斐学蓮とが同じく来た｡㊨

とあり､博文革､諏党議も申分教習として来たことが知られる｡
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最後に湖南近百年大群紀述によれば数学教習として許蛮垣があげられている｡⑳

つぎに学生としては､湖南駅弁時坊学生大枚帝軽の耶2灸に､

1､学生は定額を120人とし､肘に按じて分派し､紳丑の兼…かこより､巡k､学軟などの役人が

合同して受壌者を第-!Bして試額をし､12才から16才までの俊秀で､地味で正直な者を放って時

筋学堂に入れて投薬をする｡名を報じた受験者は､省軌 こ近い何県の者は､紳士の保証と推jZi

によるが､省城に遭い府県の者は官沖が保証と推粥をする｡苅一期の訊叛ですでに入学させた

40人以外では第二期として正月下旬を定め､苅三期としては､2月下旬を定め続いて入学させ､

三期限で満ちたならば､紬 をやめ､逝くなったものは､ほとんど鼓額を受けさせflい｡⑳

とあり､定Elが120名で､12才から16才まででil秀な者を40人ずつ3回に分けて入学させようとし

たことが知られる｡

なお､この中で酒代学術概論によれは､

学生はわずかに40人であ,たが､李柄丸 林圭､羨何らが脚 生としてきこえた｡⑳

とあり､李柄ま､林圭､蕪鍔らがいたことが知られる｡

以上の時筋学塁の関係者､教習､学生をまとめて去示すれば､以下の如くである｡

学豊中の脚】 氏 名 rTER 珊 又はそれに代るガ僻 派 別

中 村 省ft 成 沓迎 珂 王 先 W張 祖 同 湖 桝 群1国子監ホ酒俊哉邸中 便推Vf系91月同系成 父 系ZliI同系訂買同系

江 襟 江 朕 湖商学政

堺 代 鈎 湖 雨 侠届知見

蝕 三 立 江 西 吏稚主群

伸 希 B 湖 南 始林島庶富士

中 学 捻 &*可 繋 専 心 広 瀬湖 雨 革 人

〝分 故 習西 文 稔 ik習甘 辛 tL fT 斡 文 革非 文 il政 苧 叩店 才 常 監 生附 生抜 黄 生李 経 絡軒 垂 垣 江 だ 監 生
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この蓑から見れば､時務学堂に参加した者で名前の判明している者は18名であり､その出身地は湖

南9名､広東5名､江蘇2名､iI:西l名､不明l名であり､当然のgTながら湖南にかたよりが見らさi,,

湖南の称押通の活はがうかがわれる｡また広瀬からの参加者も多く､それは雄有為の弟子であり､教

習に多い｡

参加者の階扱綿状としては､接寮使 (正3品)1名､邸中 (正5品)1名､知府 (正5品)1名､

知県 (6品)1名､主gT(6品)1名､苧故 (7品)1名､梅林院庶苦土 1名､革人 l名､生月4名､

哲炭山長 1名､不明2名であり､按案使を最高とし､申下故の官鮫､末流が多い｡

参加者の派別は､時初学笠の申計石として湖南の大姉仲の参加があり､これは右派の仮維新系と考

えて良いであろう｡それにこの時務芋茎を指導したのは､中間派康紫系であり､さらに､変法左派の

訂詞同系が摘gを受けた者の中に多い｡

また､この外に多くの湖南の郷沖の支持､その子弟の草堂学生としての参加があったであろう｡

以上､略称学生の垂加掛 こついて考察したが､次に､その恵鍬 こついて見て行きたい｡

4､時務学堂の怠我

時務学盟の活動がやがて保守的な郷紬､整徒坪などから注目されるようになり､1898年の6月にl:(､
王先謙､報徳坪などにより｢榔紳公望｣が出され､批判されることとなる｡すなわち ｢柵紳公里｣に
は､

････-架啓甜及び分教習の広誰の粋や丑の者達は､自らを西学の並人と命じているが実は播､既

門の耶 陀 あり､棚 同､Alf才臥 奨臥 易薪の難もこれに乗じている｡･･････⑳

とあり､変法派の人達が一様に批判されている｡そしてこの後､戊戎政変を迎え､熊希齢をはじ>-)

話教習も辞任し､99年には名前も求実額屍と改められた｡

しかし､時務学笠の湖南省の変法遊動に対する役割には大きいものがあると考えられる｡

たとえば､御所百年大中記述によれば､

湖南省時務学宝が鞘始されてから後､各府州県の関明士相を刺激し粉々として哲院輩糧を改3Yl

L､計酎 勺に新しい学塁を作るものが出るようにな,た｡⑳

とあり､その役割の一姥を知ることが出来る｡

すなわち時筋学堂は湖南省に近代的な教育をもたらし､民擬を提唱し､近代的官位を兼成しようと

したことに大きな濃集があったといえよう｡

また､飲水宴文典によれば､

この40人の者､10余年釆半分以上が国中で死んでいる｡今生きているのは5､6人のみで

ぁる｡⑳

とあり､耶一期生の多くが国印に殉じていることが知られる｡
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おわりに

以下､時務学堂について考察して来たが､最後にそのまとめをして疋きたい｡

時務学堂は､中学を基本として洋学を等ばせ､&秀な者を京師大学塁や外国の大学で研究させ､官

吏とし､或いは郷Stの受験姿格を与え､民智を広めるために省坂の]げっに1899年設立されたものであっ

た｡

その横能としては､受額生の取り壊いを考え､偉学年限は5年であったが､3ケ月で去留を決めて

いた｡また教書月の唖類についても述べられている｡学科目は､中学と酉学であり､上放生になると

叩門に分けた｡また鼓験の方法も考えられており､卒菜すれば､京師大学宝や外Egの大学か､官庁の

蒲訳櫛貝か南北朝道等の局の仕gFをするため派iBされることにfLっていた｡また学生の2I罰､教官の

去彰についても考えられている｡学習方法としては､攻寄や討論などが取り入れられていた｡また5

年の内課生の外に半年から1年の外課生も採用され､小学校の教員とし､風気を聞こうとした｡

特称学宝の日常活動は盛んであり､民権等が唱えられていたが､世間がそれを知るようになり､湖

南省で大間過とflった｡

時林学宝の参加者としては､教員と学生がいるが､今その名前の判明している人達を中心に考娯し

た.まず出身地は､湖南と広刺 こかたよりが見られた｡階層構成としては､按案使 (正3品)を最高

として中下級の官僚､東経が多い.参加者の派別は､関学をEP諭したのは右派の仮維新系の大郷紳厄

であり､草堂を相可したのは､中指J]派の店繋系であり､相中を受けたのは､左派の評崩同系であった｡

時務等豊の忠魂は､湖南省に近代的･民楠的な教背をもたらし､官吏を養成しようとしたことであ

り､その出身者で郡一期生には国司=こ殉じている者が多い｡

第五項 京師大学豊

はじめに

本項においては､変桂運動における酉学的11学里の役割のgl例のlつとして京師大学豊の場合を取

り上げる｡

京師大学葺は､戊戊の年に成立を見るが､その設正の歴史的経将､また設定の意図､その様能､そ

の組轍､その意義等を明らかにし､その'&の発展についても展望して置きたい｡

以下収を追って述べて行くこととする｡

1 京師大苧堂の刺設

京師大学宝については､諮先学の･dI-文があるが､①前述もしたように､変法運動における苧重の役

割の1つとして明らかにして行きたい｡

原初に京師大学生創設の捷卦 こついて触れ､つぎにその役立意図､設立年代､設立場所などについ

て述べて行く｡
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まず､京師大学堂の創設についてであるが､京師大学宝は､中国在来の国子藍の制度や省院および

同文蛇の影Vを受けているので､それから述べて行く｡

京師大学望牽提訴6牽､設官例諦一節から第三節までにおいて､後述もするように京師大学笠の設

管大臣が管国子監ZP粉大臣のGtに､捲教習が国子監祭酒､司英の掛 こ､分教習が輪林院五経博士､国

子監肋教の軌 こなぞらえられており､京師大学勤 咽 子監の影Vを受けていることが知られる｡②

また､光描24年5月22日の上諭によれば､大小の懲院を各種の学堂に轡えることが述べられている.,

すなわち

｢各省附州県の現にある大小の哲炭を一糾こ改めて中学西学を瀬習する学校とし､学校の等級に

ついては省会の大恐院は前等邸とし､郡城の甘院は中等学とし､州妬!の8暖は小学となし､債7;I:

師大学萱草程を分けて､それに風して遷宮させる｡･･-･･｣③

とあり､沓院を学重に改め､各草堂に京師大学空費程を与え､京師大学豊にならって各学童の運営i

させようとしていることが知られる｡④

ついで､京師大学萱草軽罪三帝訴五軌こ見られる*火蝦処遇については後述もするように同文化の

鰍こならっている｡また同源捉節玉章の哨用教習例も同文蛇の場合を参考にしている｡⑤

さらに､同文鯨の蛇長W･̂ ･P･マウ インが京師大学豊の捨教習に選ばれていることからも､⑥

同文蛇と京師大学宝の関係の深さを思わせるが､1901年京師大学笠が同文化を継承､大学宝に訳学館

を紅くこととなった｡⑦

つぎに､北京葡学会が群止されそれが官督局となり､京師大学笠の附属施設となるので､その点b

含めて､京師大学堂の創設の経過を見て行く｡すなわち裸家弟は､北京載学会の禁止後､光結締と会

見して次のように述べている｡

雨中 (光緒22年)正月に････.･孫家i削1､聾学会の利有りて弊11さの説を密かに光挿帝にのべた

が､光沌帝はたやすくそれを聞き入れ､官甘局の設立をゆるし､同文蛇の前例にならって捷理街

門に所属せしめた｡

そこで大臣を崩して､人凸を派し､管理するよう旨を訪うたが､孫家jRを派して管理せしめる

旨の上盤があった｡⑧

すなわち､これによれば北京戟学会が官省局にゼえられ､その管理が孫家薪にゆだねられているこ

とが知られる｡

ついで筆端糞が上輿して､'ELf凹局によって人材の出ることまたこれを拡-hして北京からはじめて各

省肘州LJ刺こ播学豊を放け､省には､省学､北京には､京師大学笠を作ることを調うているが､そのql

で京師大学笠については､a'のように述べている｡

｢京師大学生には､官吏に忍ばれた者や､国子監在学の更生のうち30才以下の者を入学させ､

涼官で学ぶことを厭っている苗はこれを聴く｡大学の課程は1つは省学の如くであるが､これに

耶 椎 加えて､各一門を執り､その兼を点さず3年をもって期と為す｣⑨
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とあり､その恵図が知られる｡

さらに､捻理衝門が京師大学豊は､管理官各局大臣により耕理されるような奏している｡⑳

ついで､孫家斉が諾雀牌桝京師大学周を上葵して次のように述べている｡すなわち､

｢京師に学宝を杜てることをはかった大体の情況について上葵し､--皇帝の御虎誠を仰祈す

る｡ ･･-･,臣は本年の正月捻理街門の原葵を志して､官笥局を立てることを調うたが､もともと学

舎を漣投すべきであるという説があり､臣は命を準じて曾局を管理し､陶妨車種を上葵し学宝を

役立し教習を延滞することを#したが､これは学童の法論であり､-･･-官督局においても分内に

応に斬すべきgTである｡--｣①

とあり､京師大学掌の必要を述べている｡

ついで欧米詩国の人材のせ出を大学堂の設立に求めており､中国においても以下6つの点を常澄し

て大学を設立することを述べている｡それによれば､まず第一に大学設立の宗旨が先ず定められなけ

ればならないことが述べられ､京師大学豊は､中学をもって体となし､西学を用としなければならな

いと述べている｡第二には､学宝は宜しく造られるべき叫が述べられ､第三には､学問が分科さるべ

きこと､苅田には教習が求められるべきこと､郡玉には生徒か焼取 こ選ばるべきこと､第六には大学

生出身者は推し広められるべきことが述べられている｡⑫

ついで4月23日の変法国足の上諭によれば､

｢数年以来中外の臣連は時軒を訴求し､多く変法自範を主としている｡ちかごろ詔切がたびた

び下り､特科を開き､冗兵を裁ち､武科制皮を改め､大小の学笠を立てることは､倍朽三の都庁

を経てこれをはかり､熟すればはじめて施行を謡す･･････｡

京師大学豊は各行省の侶と為すべきである｡まずBt初に革耕して､軍機大臣､栓理各国研冴王

大臣が会同してやすんじて速に謡して輿すべきである｡--⑬

と述べられており､改球の中心の 1つとなる扇師大が学重の正賓性が知られる｡

また､5月8日の上韻においても､

｢･･････東師大学宝は各行省の侶と為すべきであり､矧こ論旨を下す｡軍使大臣､捻理各国帽 王大臣

をして合同識葵せしめて､すなわち迅速に在英すべきであり､胸も遅延してはならない･･.･･･｣㊥

と述べられており､京師大学宝の凍みやか11懲手が命ぜられている｡

また5月15Elの上;かこよれば､

｢=･-孫家弟を瀬して大学生群務を管理し､各Llを附 せしむ･.州 もとより設けられている富

野局と新設の訳懲局は均しく大学堂に俳人して管理大臣によって､骨率､耕理される｡･･.-｣⑬

とあり､孫家弟が､大学の41務の管理､附尻施設の官省局､訳せ局の管理をまかされていることが

知られる｡

また同Efの上･jAによれは､安啓超が訳甘局の棚 の排理を命せられている｡⑬

さらに同日出された経理街門の ｢遵滞閑排京師大学冊｣によれば､
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｢･･-･中国はまさに更新の始めであって､北京は首巻の基をなすのでここに大きな手本を別め

んとするのであり､規掛 ま宏速で条理は詳解であって､初めて見uHをたかめ人材を育てることが
できる｡臣執 i､仰いで塑恵を休し､広く良法をIn!め､机益を掛酌し､牽程を革定した｡規模も

おおむねそflわり､その要義をあげれば4点となる｡耶一にIi､発く援升をはかることであり､

第二には､広く学舎を祉てることであり､第三には､憐しんで管学大臣を選ぶことであり､那 1

には､選んで鰍 習を派することである｡･--｣①

と述べられており､京師大学宜設立の意図規模などが多少うかがわれる｡

ついでマーティンが京師大学生総故習に任命されているが､マ-ティンによれば､

｢1898年日本の手で凸かされることによって教えられた出熱 i､国家教育制圧の完全li改革を

決心した｡それは一にぎりの通訳者や随行月の西洋の科学知識に決して限定されないものであっ

た｡帝国の風前の学者が､国力の源射 こ接近することを許されねばならないものであった｡大学

は500万両で百掛 こL収 され､砕石(マーティン)は虫帝の布告によ.'て嬢教習に任命された｡ま

た､虫帝の布告にJ:り私は､中国の九段階の官故の一つで私にと,て政市の位を授けられた｣⑩､

と述べられており､マ-ティンが揺教習になった申情が伺われる｡

また中国側の史料によれは､光緒2岬 5月22日の上苫釦こは､

ト -旅して西軍総教習に丁度良を充すに至る｡孫家薪の面掛こより､激めを励するようにコi･f

い､著して2Iして2品湖 をn･給せしめ､その非常な光栄を示した｣⑩

とあり､マーティンの前文と符合する｡

以上京師大学盟のBJJ故の経掛 こついて述べたが､つぎに京師大学盟設立の忠図について考然して汚

く｡

京師大学宝の牽掛 こよれば､その節一章の一臥 二姉にその志郎 和 らかにされている｡すなわち､

頂 師大学笠は､各省の去率となるべきであり､万国のよく仰ぐ所とfiらねは11らないので､

規掛 は さに棲めて宏遠であり､灸軌 鳩 めて許否でなければならない｡-･･･今京師にすでに-̂一

学豊を設けたのは､各省の学生が皆､まさに大学生の統轄に将するためである｡･･･-｣⑳

とあり･京師大学鼠が､各省の学宝を統轄し､万国からよ伽 的 るものとなることを意図している

ことが知られる｡

また､5月15日の上論によれば､

ト -このたび大学堂を設立したのは､広く人材を育て､時務のyt求を考えてのglであり--｣伊

とあり､その意図が人材のff蚊､時務の講求にあることが伺われる｡

以上､東師大学宝の意図について考えたが･つぎに､設立年代について考案して行く｡

設立年代は､5月15日TgrJ(新暦7月3El)の上韻によれば､

rgaに当詠か王大臣により詳しく章勧 畷 され 欧米の学規を参考にして科目が立てられている｣⑳
とあり､1898年であることが知らされる｡
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設丑鳩所lま,光排架準揺には.

｢大学笠は京師に設立されて各省の去率となるべきである｣⑳

とあり､北京に設立されたことがわかる｡

以上､京師大学堂の創設の経過､意臥 設立年代､役立場所11どについて考案したが､つぎに､京

師大学宝の横能について明らかにして行く｡

2､京師大学堂の8L能

まず､京師大学堂の授遜内容について見て行く｡京帝大草堂草控弟二幸第二時によれば､

｢西国の学校が談tI所の可は､哲通学と即 り学の二つに分けられている｡普通学は､すべての

学生が丑習することになっている｡gPり学は､人称こ各々一門を占めている｡今おおむね欧米､

日本の学校の学科目の唖矧 こよって中学を加えて卦 こして列すれば以下の如くである｡

経学苅1､理学節2､中外革故学第3､括子学苅4､初政界学第5､初級格数学第6､初扱政

治学第7､初放地理学第8､文学第9､体博学第10､

以上は､皆せ通学であり､読むべき本は借上海月柴局がai暮した教科か こよるべきである○屯王

日､課を按分して､何科の学生であれ､3年間のうちに必ず､教科額を全部卒茶すべきであり､

それができて始めて学IX成対義を得ることができる｡ただ､体鍬 ま､教科省の中に入っていない○

英国監言文字学卸 I､仏国語言文字学那12､窃国語首文字学第13､独国語言文字学郡14､EljB･

恕首文字学第15､

以上の浩官文字学の5梯狐は､学生が人称 こ自ら一都を捜めて背通学と同時に学習し､その教

科 軌 まことごとくその国の原語の本で行う｡

商等邦字苅16､両等自然科学第17､高等政治学 (合法神学)第18-原証､法学はこの門に柑す､

芯等地理学 (合判見学)那19-瞭註加給学はこの門に帰す､点字詐20､初学第21､工学苅22､商

学邦23､兵学第24､衛生学 (含医学)苅25=原荘医学はこの門に帰す､

以上の108の即 つの学は､普通学卒罪後学生海に各々-門或いは二門を占め､すでに外国語を

習った学生は､原語で各部 可の本を読み､まだ外国語を習っていない学生は､上海ぷ袋局が訳し

た各将門の本を読まなければならない｣⑳

とあり､学科目は､背通学と呼ばれている教養認栓の科目が10と外国語が5､即 つ科目が10科目､

開講され､学生が甘遜学を終って噂門学に入る蛸合には､lつか2つの専門を選ぶことになっていた

のがわかる｡

ついで屈習瀧定であるが､牽糧の第二牽第三時から第六節に述べられている｡第三師には､

｢学生で20才以下の者は､必ず 1ケ国語を学習しなければならない｡20才以上の者で舌が回ら

なくなって学習のできない者は､それを習うのを免ずることをゆるし､訳出された本を教科gitと

し､学問が成業するように奨め､外国語を雅せ学んでいる省と桐々区男rけ る｣⑳
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とあり､外国語を習村するのが原nlJであるが､20才以上の蛸合､それが多少ゆるめられていたこと

が知られる｡J

第四肺には､

｢本学宝は､実印求足をもって主と為している｡--以前の学豊から僅かにでも受け継ぐ恥 ま

できないようであるが､定めた教科は必ず戚密適切に行うので､よく効果を収められる｡捜英を
受ける掛 ま､侮日必ず6時間講堂にn･まり､先生から按東を受け､4時に部屋に帰り自習をする｡

訴笠の投薬の6矧謁は､中国語の本と外国.,C,Kの本を読むが､時Rilは､半々である｡休日をのぞく
以外は､侮日学習時間は､少しも欠くことはでき恥 .これを遵守しない者は､iB学にあたる｣⑳

とあり､相当Ji盛11校英が意図され､欠席は許されなかったことが知られる｡

第五姉には､

｢学生の学習の打 Fを判定する考Ziは欧米の例によって､成分の法を用いる｡毎日召集局の背

通学の教科切を銃ませ､よく一課を適った者は､合格とする｡教科省の外､旬日読替の･亡職によっ

て訣甘させ､ノートに抜きQfさをさせ､その抜き背き帳を教師に投出せしめて､教師が相和す～,O

分軌 こよりその朗 の芯下を記入する｡外国語は暗唱､黙写､解説の三印で､成群を数字で記入

する｡屯札 その軌の多少を桧計し､順番にならべて掲示する｣⑳

とあり､考丑の方法などが知られる｡

珊六軒には､

｢海月､テストは1回行う｡教養料Elは10科目の申ごとに一過を命する｡--･上級の学生で郎

門の学問を学ぶ省は､坤門の出を命じ､これを江坂する｡教師の閲定により､上･下を分別する○

ノ-トの抜き甘さで馬琴に列せられた者は択んで刊和し､同文蛇の井学､詐害の例のように天1

に流布させ､手本とする｣⑳

とあり､考葱の方法､便秀11ノートの抜き省きの公去等が決められている｡

っぎに附属施設としては､輩軽罪一章第六節には､

｢･･････京師大学宝は､各省の裏革であるので､体制はもっとも崇粥にして一大図甘Jeを班設す

ることを考えている｡それは､広く中西の要槽を-難め､学問をする者の洗足に供し､天下の風災

を広めようとするためである｣⑳

とあり､一大国有化をiB設しようとしていることが知られる｡

また章軽罪一章第七姉には､

｢欧米の各様の学lldJは､多く放浪をしてみて始めて能く発明をすることができる｡だから俵器

は学宝にとって必詔の柳であるので､各国の都会には､おおむね､倖博物蛇があり各機の有用'/I

器物をその中に陳列して､研究者の手本として備えれば､恥 ま半であっても功は倍する｡今この

ような考えに従って一紳物院を設け､名機の天文井法､音声､光学､化学､領気学､E2学､戦学､

棟器､魁退､動柄物学､各朝の学問の応用の俵･器･を染め､みな院中にたくわえて実力で考課LIr
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行く助けとする｣⑳

とあり､持物蛇を作ろうとしていることが知られる｡

またすでに､5j]15日の上･jiで見たように､官破局が附夙轍 とされている｡⑳

さらに､京師大学生牽提苅三発､学生入学例那^師には､
｢……別に大学の中に小学堂を立て､師範生を使って実戦すれば､実に一挙両得のiBを得る｣⑳

とあり､小学校が附属施設として弘てられることが知られる｡

また､章脚 八臥 所章節四師には杜美学塁の印が述べられている｡⑳

また､戊成変法相案史料の光緒24年7月24日の管理大学望大臣孫家弟片によれば､

｢･-･･別に医学塁を設け､中西医学を研究する机 大学堂の棚 に伸す｣⑳

とあり､医学笠も役立されようとしていることが知られる｡

以上､附属施設としては､図野地､博物館､官恐局､訳各局､小学生､珪築学望､医学生が置かれ､

また皿かれれようとしていたことが知られる｡

つぎに控n等について見て行く｡

5月15日の上論によれば､

｢-･.-必IRとする所の仕印をして行く提出ならびに毎年必要とされるや用は､戸畔において分

別して=而して支給する｣⑳

とあり､必塑な経蜘 中 部から支給されることが知られる｡同様の記印は桁史桁にも見られる｡⑳

さらによさ体的なuJ投の出川や威年経常兜については､捨理徳門の上秦によれは､
｢私共が大むね計辞しますのに､京師大学塁をul設する時に必要とする兜用が35万両であり､

那 Fの郎 兜が1坊 間余であります｣⑳

と述べられている｡さらに孫家主掛こよれは､

｢月に分けて戸部及び雨北洋大臣が､それぞれ5千両を戸執こ送り届けて京師大学望専用の致

用にしていただきたい｣⑳

とあり､年輔18万両を見込んでいることが知られる｡

寒程大七草､埋封によれば､さらにこれらの内容が只体的に計井されている｡すなわち開設の22相

については､その三師に､

｢開設の軽矧 こついては､学校を槌て､図研､蟻器及び西洋人教習を招耽する旅かを主なもの

としており､今それを大喝以下に列す｡学校粗菓丑的tO万両､図番蛇祉実2!約2万両､依苫院松
草班約2万両､中国胡A#入竹約5万両､拝啓購入兜約4万両､和響粥入野約 1万両､依苫購入22

約10万両､洋人数師旅221万両｡

右の脱鰍か予井蓑は約35万両である｣㊨

とあり､開設の捉22としては､学校や図3I蛇の杜設兜､研槽や俵沼の胴人世､外人教師旅兜が主な

22日であったことが知られる｡
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ついで遜年の経常竹については､苅二節に､

｢中国の官制は､.'Bに向い､俸給が少ないので､今やこれを突研求道にして､必ず俸給を多くし､

有る伴給で自ら秦い､必るのちにff心をもってまかせられたれ こ兼任を持たすべきである｡哲学

大臣の併給が特別にLtIていないので､それを除く外､各教官及びgf携官の俸給を並べて表にすれ

ぱ次の様である｡

横 名

揺 教 習

坤門学分数習酉人

耕通学分教習頑班

紳通学分教習2班

人数 右jĴ岩屋還糾 合紺
1 300両 3.600両

10 300両 36.000両

6 50両 3.6(泊両

8 30両 3.880両

西文分数習頑班西人 8 200両 19.200両

西文分教習2淡

捨 耕

粒 粥

戒雀f楼投網

供 耶

謄 録

8 50両 4.8m両

1 100両 1,200両

8 50両 4,800両

1 50両 600両

30 4両 1.440両

8 4両 384両

右の教官及びその他の印耕官の錦絵予辞去邦-､毎年の支出総計81.600両
学生は六掛 こ分け､触ごとにHう手当に多少の差があるが列して掛 こすれば以下の如くである.

慨 歎

第 1 扱

第 2 蝕

耶 3 枚

第 4 扱

第 5 枚

苅 6 扱

人数 各人毎月手当 匂年合計鍛

30 20両 7.200両

50 16両 9.600両

60 10両 7.200両

100 8両 9.600両

1α) 6両 7,200両

160 4両 7,680両

附投の小学生学生 80 4両 2.400両

右の学生の手当予辞去耶二､毎年の支出栓計 50,480両

31余の各項の雑用を列して表にすれば以下の如くである｡

火 食 560人 各人旬月や3両 梅坪約16.000両

撃文教科せ 各学生 1人分的叙2両 侮年約10.似)両

欧文教科廿 各学生 Ⅰ人分的叙2両 両年約10,OW嗣

安 井 伝月舶1000両 梅坪約12.OW面
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ノート､母汁､ペン等 毎年約 2.000両

便役のL2金食研代 約100人 伝年約 3,600両

予備の枠外の雑用 晦年約 5.000両

石その余の雑用予井漬節三､ 銀56,600両

三表合計毎年支出 叙188,680両

これは､侮年の捷兜を総計した数である｣⑳

とあり､数卓見､学生､雑用に18万両余が支出されていることが知られる｡

以上､京帝大学掌の機能について考案したが､つぎに､その範軌 こついて言及して行きたい｡

3 北京大学堂の組姓

まず､教官､gf妨官等の構成であるが､章提第六車扱官例によれは､

第-師 管学大臣-Dを設け､大学士､尚甘侍伴をこれとなす｡ほぼ管国子監砂務大臣の頓q)如

くである｡

郡二筋 捻教習 (学部長)⑳一月を設け､印紙 かかわらず特旨により選抜して宮にすることは

ほぼ国子監祭酒､司英の域の如くである｡

第三節 分教習 (教授)を設け､中国人24人は総教習 (学部長)より葵上して裁可を仰ぐことは､

ほぼ翰林院五経博士､国子監肋教の収の如くであるが､外人で分教習となる者はロを論じな

い｡

第四節 揺琳 (gT栃Ft)長)1人を掛 ナ､小九JI及び各部院司flを充てる｡

那五節 出羽(課長)8人を設け､各部院司月を充てる｡1人は苛支応､5人は分粒槽学生功3.､

2人は菅笠申雑株とする｡

郡六軒 tJ抑 (ZP務官)16人､謄録 (懲記)8人を設く｡

耶七師 図沓雌は提調 1人､VtZPIO人を扱く｡

苅八軒 博物蛇は､提調1人､供申JI人を扱く｡

第九肺 以上の各flは哲学大臣を除くの外､皆､すべからく常に在駐し､学校にとどまるものと

する｡㊨

とあり､管学大臣以下膝軌 こ至るまで､各教官､ZP務官がたかれていたことが知られる｡これに従っ

て､孫家iは管学大臣に遷任され､繋啓超は訳苛局ZP渉の弁理を命ぜられ､マーティンは揺救軌こ任

命されたのである｡

さらに外人教官を含めたこの稲しい月数については､費程第七費蛭兜の第二師によれは､揺故習l

名､1馴1つ学分教習 (西洋人)10名､哲通学分教習頑堆6名､晋通学分教習2班8名､西文分教習那

(西洋人)8名､西文分数習2班8名､揺㍍l名､捉詞1名､法打抜提調 1名､供邸30名､凍録8名､

計数官41名うち､中国人22名､印務官41名の計82名が知られる｡⑬
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ついで､教官の採用について､章樫苅玉章粥用教習例を見て行く｡

祈一節 同文館や北洋学宝等は多く西洋人を捨教習としているので､学校の授菜内容は､中西/i

らぴに蕃んずる｡すでに中国人ははばひろく西洋の学問に-N通する省もあるが､西洋人に

は中国の学問に非RBするものは必ずやいないであろう｡前述の学笠においては､中国の:管

問が､偏り枯れるのは免がれることができない｡それは西洋人を嬢教習とするからである｡

すなわち専ら酉文については､英､仏､詔､独の詩文の並用は拾ずるが､何国人を招P,L･yL

るかを論ずることは細いので債節制することができない.地軸の語学の教習の将門箔学b

またそうである｡故に中国人の研究者で中西を合わせて学んでいる大学者をよく見て学部

長とすべきであり､然る後に休制を崇め､発作の効果を収むべきである｡

苅二時 学生の成就と否とは､全く故習にならう｡救軌こ人を得れば､8FI目ついに等ぐ｡教習に

人を得なければ､いたずらに巨額をついやして成効することはない｡この革はすでに総研

の政の実印来迎に拭しているのだから､教習は､庶苦土や監点滴等のむIJ.ILいい善がかり

よりも品学とも摩れており､中外に通暁している者を採用した方が良い｡すなわち､官階､

年おを論じないで人を印ることを王となし､或いは､捜理衝門大臣の人材の保粥によった

方が良い｡この軌 こ任すべき者は旨を誹うて採用すべきである｡

訴三筋 菅遡学の分教習10人は皆中国人であり､英文分教習12人は英人､中国人それぞれ6人.

El本分教習は2人､日本人､中国人それぞれl名､蒜独仏の分教習はそれぞれ1人であら､

或いは本国人或いは中国人を用いるが､有る所に従って定める｡.酬7-1学10毛Eの分教習各 l

人については肯欧米人を用いる｡

井田姉 使臣を用いるのは､公使館の野記官や駈Elを採用する鰍 こよるものとする｡分教習はや

鰍 菅の採用により､意見の逢いを免れ､手足となって働く利益がある｡西洋人で招僻す

るのが餌難なときは､捻教習を通して揺bfが随時経理衝門と各国の使臣と会合して､西岸

の中学校に依載する｡

節五節 現在開設する収初の学生は大抵､第-学年であるので､JG訳局の芯出した普通教科苛に

よるべきである｡卒英して専門を学ぶ者は血も早い者で2年以後であるので､現在叩門の

各学の教授は､救えるべき学生がないのと同じであるので､暫くは拓訳省局の訳fJuの仙 _

充てる｡⑳

とあり､主になるべくtll国人で欧米の恥 こ戒じている人を教官として採用すべきであり､それは∧

問本位で百位を問わないこと､採用については､捷教習が先任を持ち大学生の避雷がスムーズに行く

ようにしていることがわかる｡

つぎに学生については､恭提第3費､学生入学例によれは､

苅一節 入学生は分けて2種類とする｡

第-項､'ii旨に列する所の軸林院蛋換､各部司B､大門侍衛､候補侯遠道府州県以上と大貝のr
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弟､^BtLtl職や各省武敬の子孫で入学して学習したいと願うものである｡

苅二項､各省の巾学笠の学業を終え､卒認証明智があり､はかって送られて来て北京で学習した

いと願うものである｡⑬

とあり､大官の子弟と中学望卒英者の2戚類があったことが知られる｡

郡二節では､

第二節 学生は2重丑類に分ける｡各期の廿通学を治め､すでに卒業した者は､頚城とする｡現に

廿通学を治めている者は第二班とする｡第-項､学生で乱戦を受けて入学した者は始めは､

債二班となし､しばらくしてあげる｡第二堺､学生ではかって送られ大学に来た者はまず､

棒教習によるSt駿で､もし普通学を治めて革菜した者と同じなら頑班とする｡もしまだ卒

非していない省は､二班とし祁足をまって上故にあげる｡⑲

とあり､学生Ii廿適評控と専門課樫の二つに分れていたことが知られる｡

郡三節では､論旨の本旨は､誰でも入学を志郎する者に入学を許可するのが辻前であるが､悪い習

tmこおかされ教諭できない者や賢質が劣下で成業のむずかしい者もいるので､入学志願者は名前を述

べさせてまず附誹生とし､一ケ月以後総数習､捉訓等がその人の品や耳をしらペ入学を許可するとお

ぉよそ述べられている｡⑲

苅四肺には､学生の定flが出ており､しばらくは500人を定nとし､第-切は300人であり､節二1'It

は200人であり､それ以上は､しばらくは外誕生として欠Llが山楽次那それを揃うが､それまでは,

学矧 こ住んだり､手当を支於されないとあられ 述べられている｡⑳

卵五節では､同文化の例によって､500人の学生を6級に分け､蚊掛の優劣によって手当の櫛がだ

められている即が知られる｡⑬それを掛 こすれば次の盛りである｡⑳

等 次 櫛致 匂月手当

耶1放 30人 20両

第2扱 50人 16両

節3枚 60人 10両

耶4枚 100人 8両

郡5扱 100人 6両

郡6扱 160人 4両

耶六師では､学生の昇級などは焼ili-1こし､成封の康秀であったものの学科の威か 将 ちれは政を降

し､BE秀蛸 と代え､判 .Lを犯した省で掛 ､省は故を降し､Eiい者は退学させることが知られる｡¢

耶七師には､

｢三故までの学生で商才な者を選んで師範生となし､申ら教授法を訴求させ､将来分けて各省CJ
学貨に行かせ教習の用に充てる｣㊨

とあり､成榊のil秀なものを各省の学笠の教習にしようとしていたことが知られる｡
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第八師には､

｢西洋の師範学校生の例では教授法を学科目とする｡だから師範学校ごとに小学校が並設され､

師範学校の学生が小学校の生徒を教えることを命ずる｡論旨を付けは､大月の子弟､八旗世特等

で兼学してくる者は､まだ指導せず､明年に限り､16才以下､12才以上の者は､小学生とし､別

に大学の中に小学校を立て､師範生を使って突験すれば､実に一挙両irlの道を待る｣⑳

とあり､師範生を教生とすること､京師大学豊に小学校を併設しようとしていることが知られる｡

以上､北京大学笠の細招､構成月としての教官､申耕官､学生について述べたが､つぎに､京師大

学隻の恵森について考案して行きたい｡

4 京師大学堂の*8

京師大学塁は､中国戯初の洋風蛭台大学であり､全国の学校を統率するものであり､世界からもよ

く仰がれねばならないものであり､人材茸成が意図された｡

京師大学笠は戊成政変後も残され､畿和EZlの時､一時中断されたが､それ以後1淋 年には京師大草

塁として関学され､1912には北京大学となり､現-aまで存故している｡

今､卒男生の進路を成して､その忠盛を明らかにして行きたい｡

牽糧那四丑､学成山身例によれば､第-師では､京師大学笠の出身に､国家筑輪の滋を閉ざしてE,

まえば､学非を終えてもJT]いる所がないので､市才の人は大学に行きたがらなくなる｡現在この盛挙

を創めたのだから､つとめて従来の恋い点を直して学校を出たものを官吏に採用すべきである｡現在

の京師大学生はすでに出来､各省も又これを継続して行こうとしているので､科挙をかえて大学笠の

出身者の電熱 こなるRlをuJtり､人才を励まし､風気を開くべきであるとおおよそ述べられている｡⑳

第二師では､

第二節 本年正月七日､上韻があり､各省学豊に､経済科革人､挫折科凍土の名称がある｡今各

省に上は省会から下は府州掛 こ及ぶまで､1年内に学笠を役立し､府州県は小学といい､

省金ではこれを中学笠といい､京師は大学笠という｡小学校を卒英し､卒芙証明谷を持っ

ている背は蛙前科生Llとして中学に昇らせる｡中学を革菜し､卒業証明哲のある者を革人

とし､大学に昇らせる｡大学を卒蒸して卒菜証FJ7廿のある者は､武士として引見して官を

按く｡すでに革人を得ている者は､各処の学宝の教習のGtに充てる｡すでに進士を待てい

る者は､その将門で各々が長じている都で仕称を授け､新政をたすけさせる｡これは採塙

することがいよいよ広くなり､この制度の成就の益が多くなるためである｡⑳

とあり､学校卒苑老樹 こ大学望出身者を並士としその就Gtを配収していることが知られる｡

第三節では､

第三節 京師大学王道にはすでに職を授けるべき人月が多くあり､卒文後これを如何に破格採用す
るかは､出払こよる｡各省の中学望生ですでに革人の者は､その卒菜後大学に入れる時

一日3-



鵡士となすべきであり､大学中ですでに境を披くべき者達と同t:にして持させる｡⑳

とあり､卒井者の臥位の托!I過が考えられている｡

折田節では､

那四姉 大学宜巾の卒薮生で高才の者には､まず柄丑の鞍を授け､欧米各【削こ数年遊学させ､

経歴に役立たせ､遊学の大成を耕し､掃ってからはすぐに採用して､時代の田#をすく

い､後光に勧めさせる｡⑳

とあり､成幻のil秀な卒諮生を海外に遊学させ､有用の人材とIlL､尉兼に当らせようとしたこと

が知られる｡

第五師では､

節五節 かつて学生であり､すでに卒茶して教官になっているものはこれを奨励する｡今考えて.

京師大学笠の分故習から各省の栓教習に及ぶ各教官で､fE心から裁pffL､その効果が著し

く､その証明を持っている3.は､債三年に一皮推鎖して､元来生監であった者には､2Iし

て革人を与え､元来革人であった者には､7Iして進士を与え引見して域を授く｡元来境の

ぁる者は､苅常の紺 の保革の例に従って､心から辛を誘う者となるのを軌める｡⑳

とあり､卒非生で教習となっている者でfZ剣に捜典をし､その効梨の著しい者をrlしてl階扱ずつ

あげることが知られる｡

すなわち､以上の考器から国家が京師大学盟の卒発生を如何にfB輩祝していたかがわかり､また同

家有用の人材として彼らをfBrf]し､国家の困難を乗り切ろうとしていたことにその忠萩があったこと

が伺われる｡

またJ又成変法の遜動はほとんど戊成政変によって部圧されたが､北京大学は弾EEされることなく敦

和田の時､一時中断されただけて､その後は現在まで存統している｡このことからもその昔幾と盛変

性を伺うことができる｡

おわりに

最後に､今までの各節の考案のまとめと今後の展望をして疋く｡

苅一に､ます京師大学生の創設の援通について考案した｡大学生は､在来の国子藍の制IIFや恐院､

さらには､同文蛇を推承発展させたものであることが知られ､政接的には､載学会の後身の官初局を

拡充させたものであり､操安貞が管学大臣となり､W･A･P･マーティンが捨教習となったもので

あった｡またその意図は､沸掛 こよれは､各省を統轄し､世界からよく仰がれるものとなり､人材を
寒成するためであった｡設立年代は､1898年であり､設立場所は北京であった｡

那二に､まず扇師大学宝の授実内苔について考案した｡学科目としては､普滴学とl刺fれる教養科

目が10､外国語が5､巧Elr)科Elが10､計25科目開講され､学生は､普避課程を終ってから専門m程に

入ることになっていた｡
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屈習規定としては､編目10時間学習することになっており､考丑の方法､読谷､ノートの抜きむき

の提出などが決められている｡附玩施設としては､図や蛇､博物虎､官省局､訳心局､小学望､社葬

草堂､医学笠等があった｡

掻22としては､開設班用が35万両計上されており､主に学校､図岱蛇槌設焚､懲徳俵苫購入光､外

人教師旅Stにあてられた｡また年間の控常世としては､18万余雨が計上され､救畷月､学生､雑用に

あてられた｡

第三に､まず､教官､TP冴官について考案した｡教官､gl我官等の構成については､教官41名 (う

ち中国人22名)gT凍官41名の計82名であったことが知られる｡また教官に適当する者としてIi､なる

べく中国人で欧米のZPに凪じている者で人物本位にし､官位を問わないことが述べられ､採用につい

ては､捜教習が兼任を持ち大学塁の運営がスムーズに行くようにしている｡ついで学生について考方

した｡入学生の主な成瀬については､大官の子弟と中学宝卒典生の24類があったこと､入学してか

らは､廿戒3程とミWlT課程の2種類に分かれ､定員は500名であり､成掛順に6等級に分けそれによ

り､手当金に差をつけて支治し､成損の老い者は投を降し､学則を犯した者については､軽い者は奴

を降し､琉い者はiZ3学させることになっていた｡また俊秀IL学生は､各省の教習に採用し､学生は併

設の小学校の教生をすることになっていた｡

第四に､大学韮出身者の地抱を検討することによって､涼師大学宝の意猿を考祭した｡それによれ

ば､国家は､京師大学王道の卒LjE省を官吏に任用する道を開き､鵡士とし､成桁の倭秀な省を海外に遊

学させ､有用の人材となし､困難に当らせ､卒業生で教習になり､効架を上げている省は､一階級ず

つ､格上げすることが知られ､以上から国家が京師大学望出身都 こ大きな胤符を寄せ､困難を乗り切

ろうとしていたことがうかがわれる｡

最後にその後の展望であるが､実際に京師大学堂が脱字されるのt士1搬 年 (光捲32年)であり､⑳

lSK)2年 (光柿2昨 )には新学制である ｢欽定学望草創 が定められ､⑳その中に ｢京師大学星章軌

が入れられた｡ついで1904年 (光鈷29fF)｢奏定学生帝軌 が公祐され､①学部に当る分科大学と大学

院に当る遜俳抗が設正された｡

1912年 (民国元年)には大学制皮が定められ､京師大学宝は､北京大学となり､大学予科 (3年)､

分科大学 (3年)､大学院に分けられた｡なお分科には､文､理､法､両､医､良､工の7学部がお

かれた｡⑳

これ以後､北京大学は､五四運動の時､その超勤の先頭に立ったことは周知のZP実であり､中華人

民共和国成立後､52年には)(学の円芯成が行われ､文化大非命の時には､佼&陸平等が批判されるな

ど､時代の変玉の皮ごとに､その有り方が注目されている｡




